
  
    
  
初期セットアップ



GnuCashで会社の売掛金を扱うように設定するには、2つの準備が完了していなければいけません。
一つ目は適切な勘定科目階層を作ることです。そして二つ目はGnuCashに会社を登録することです。
勘定科目のセットアップ



ビジネス勘定科目階層をセットアップするには多くの異なる方法があります。
ビジネス勘定科目をセットアップするには、新規勘定科目階層アシスタントを開始するか、手動で作成します。
事前定義されたビジネス勘定科目にアクセスするためには、GnuCashを開始し、ファイル → ファイルを新規作成をクリックします。そして利用可能な勘定科目のリストが表れるまで進み、ビジネス勘定科目を選択します。
事前定義されたビジネス勘定科目階層は、完全にはニーズを満たしません。
勘定科目階層があなた特有の状況でうまく機能するように調整を行う必要があります。
十分綿密に調整してから使用開始することを推奨します。
売掛金とは、あなたの会社が提供した製品またはサービスで、支払いをまだ受けていない金額を意味します。
これはそのうち支払いを受け取ることを期待できるので、貸借対照表には資産として計上します。
GnuCashの統合売掛金システムを使用するためには、最初に、売掛金タイプの勘定科目
(通常は資産の子勘定科目) をセットアップしなければいけません。
統合売掛金システムでは、この勘定科目の中に取引を配置します。


基本的な売掛金勘定科目階層:



-資産

  -当座預金

  -売掛金

-収益

   -売上



有効に利用するためには、この階層に追加の資産、費用、および収益勘定科目を加える必要があります。
この階層の重要な側面は、収益勘定科目および売掛金タイプに設定されている売掛金資産勘定科目を使用することです。
注記
各得意先のために個々の売掛金勘定科目を作成する必要はありません。
GnuCashでは、内部的に得意先の追跡を続け、内部の追跡情報に基づいて得意先ごとの帳票を作成します。


会社の登録



勘定科目構造を作成した後、GnuCashファイルに自身の会社情報を登録します。
会社情報を登録するためには、ファイル → プロパティを選択します。
	会社名、電話番号、FAX番号、電子メールアドレスおよびウェブサイトURLなどの連絡先情報を入力します。

	会社の税金を支払うためのID番号を会社ID欄に入力します。

	最も一般的な得意先と仕入先に適用するデフォルトの税額表を選択します。





会計処理



Q: どのように税金を処理しますか? 買掛債務としてですか? または、費用としてですか?



A: これは誘導尋問です。あなたは本当に会計士と話さなければなりません。あなたがどう税金を処理するかは、それらがどういう種類の税金でどのようにそれらを処理したいかに本当に依存します。ある場合は費用です。ある場合は負債です。


第8章 投資



本章では、GnuCashで投資を管理する方法を説明します。
ほとんどの人々が投資計画を持っています。それは単に定期預金口座にお金を預けるだけかもしれません。仕事場で会社が後援している計画を通じた投資かもしれません。または、証券会社を通した有価証券の売買であるかもしれません。
GnuCashは、所有している株価の変更を記録する価格エディターなどのような、これらの投資を管理するのを助けるツールを提供します。
基本概念



投資とは、収益を生むという望みで購入するもの、または支払った以上の価格で将来売却することを望んでいるものです。
この簡単な定義を使用して、多くのものを投資であると考えることができます。
住んでいる住宅、貴重な絵、公開企業の株式、銀行の普通預金口座、または譲渡性預金などです。
本章ではGnuCashを使用して、これらの多くのタイプの投資をどのように追跡するかに関して説明します。
専門用語集



具体的に投資を説明する前に、投資の専門用語集を提示するのは役立ちます。
次に提示された用語は、投資の基本概念のいくつかを表します。
これらの用語でなじみ深くなるのは、名案です。少なくとも、後の節でなじみのない単語に遭遇したら、このリストに戻って参照してください。
	資本利得は投資の買値と売値の差異です。
売値が買値より低い場合は資本損失と呼ばれます。
実現利益/損失とも呼ばれます。

	手数料は有価証券を購入または売却するために証券会社に支払う料金です。

	普通株は、会社のある一定分割所有を表す担保です。
これは、公開市場で会社の「株を買う」ときに買うものです。
資本金とも呼ばれます。

	複利は、再投資された利子が後にそれ自身の利子 (孫利子) を生じるという概念です。


	配当は会社が株主に行う現金支払いです。
この支払総額は、会社の利益総額のいくらかとして決定されるのが通例です。
すべての普通株が配当を行うわけではないことに注意してください。

	資本は投資家が何かの一部 (または、全体) 所有者になるための投資です。
これには会社の普通株や不動産が含まれます。

	利子は借手が借りたお金を利用するために、貸し手を支払うお金です。
通常、これは1年あたりの元本の割合で表現されます。
例えば、1%の利子が付く普通預金口座(あなたが貸し手で銀行が借手になります)では、1年単位で保持している100ドルごとに1ドル支払われます。

	流動性は投資がどれくらい容易にお金に交換可能であるかに関する指標です。
普通預金口座にあるお金は非常に流動性が高いです。一方、住宅に投資されたお金は、住宅を売却するには時間がかかるので流動性が低いです。

	元本は、投資されるか、借りた元の金額です。

	
未実現利益/損失とは、(実現利益/損失に対して)まだ実際には発生していない資産価格の対価として発生する利益または損失です。
実際に資産を売却するときに利益/損失が発生します。
関連項目として資本利得/損失を参照してください。

	リターンは投資の総収益と、資本利得または損失の合計です。
関連項目として利回りを参照してください。

	リスクは、投資収益率が予想と異なる可能性です。
投資は低リスク (普通預金口座、政府債) から高リスク (普通株、ジャンク債) まで段階的に分類されます。
経験的には、リスクが高ければ高いほど可能なリターンはより高くなります。

	株主は、会社の普通株を保有する人です。

	株式分割は、既存の株式の持分に対し、会社がいくらか追加で複数の株式を発行する時に発生します。
例えば、「1株に付き2株の割合をもって分割する」株式分割は、100株の持分を所有している場合、無料で追加100株を受け取ります。
持分の単価が調整されるので、価値の純変化は全くありません。よってこの例では、1株あたりの株価は半分になります。

	評価とは、投資を「合理的な時間枠」内で売却した時の、市場価値または価格を決定する手続きです。

	利回りは投資から得る金額の基準です (すなわち、投資からどのくらいの収益を受け取るかです)。
通常、これは元本に対する割合で表します。
利回りは、資本利得または資本損失を含みません。(収益を参照してください)。
例 :
100ドルの普通株で1年あたり2ドルの配当が支払われる場合、2%の利回りがあります。




投資のタイプ



利用可能ないくつかの広いタイプの投資、およびそれぞれのタイプの例を次に示します。
	利付き口座または手形
通常、このタイプの投資はお金に即時アクセスすることができ、毎月預金した金額に基づいて利子が支払われます。
例としては普通預金口座 (およびいくつかの利付き当座預金口座) および証券会社の現金口座です。
これは非常に低いリスクの投資です。米国ではこれらの口座で発生する損失に対して特定の上限までは保証されます。
時には、利付き投資は据置期間があります。
このタイプの投資は、設定した資本回収率で受け取るためには、一定期間お金を投資することを約束する必要があります。
通常は、約束をより長くすれば、利率がより高くなります。
満期日の前に解約するなら、通常は中途解約違約金を支払わなければなりません。
これは比較的低いリスク投資です。
例としては、定期預金またはいくつかの政府債です。
他のタイプの債券は発行者の「信用格付け」の等級により、より高いリスクに基づいて、より高い利回りを得ることができます。

	株式と投資信託
これは会社の実効的な共有者になることに対する投資です。
通常、公開取引される株式に関しては期間制限は全くありません。しかしながら、株式保有期間に応じて、資本利得に対して支払う税率に変更があるかもしれません。
また、株式は一般的にかなり流動性があります。比較的素早くお金にアクセスできます。
将来の株価に関して無保証のため、この投資はより高いリスクがあります。
投資信託は、同時に多種類の株式を購入する団体投資の仕組みです。
例えば、「スタンダード&プアーズ500種株価指数ファンド」は、スタンダード&プアーズ株式指数に組み込まれた500すべての株式を購入する投資信託です。
この投資信託の持分を購入する時、本当は投資信託の中に含まれている500種類の株式それぞれを少量ずつ購入しています。
投資信託は、税金と会計処理の両方で、1種類の株式と全く同様に取り扱われます。

	固定資産
時間がたつにつれて評価額が増加する資産は、投資の別の形式です。
例えば、住宅、土地の区画または貴重な絵などです。
この種の投資は売却するまで評価額を決定するのが非常に困難です。
これらの資産を売却する時の税金関係は商品によってさまざまです。
例えば、主要な居住場所であれば住宅の売却時に税の軽減を受けることができるかもしれません。しかし、高価な絵に関しては税の軽減は受けることができないでしょう。
固定資産への投資は9章資本利得および11章減価償却で説明します。
通常、購入と売却の取引を記録すること以外、固定資産への投資のための会計処理はそれほど多くありません。






勘定科目のセットアップ



借手がローンを受ける時、通常は何か価値のある買い物を行うという意思を持っています。
事実上、ほとんどのローンは、借手が家などの何らかの前もって決められている資産を買うことを要求します。
この資産はローンが債務不履行になった時の借手に対する保険です。
必ずしも高価な資産に関連していないローンの例はもちろんあります。学資ローンなどです。
ここで勘定科目の構造を示して、ローンが資産を購入する埋め合わせに使用されたと見なします。
ローンは負債です。ローンから発生する利子は継続した費用です。その他、支払わなければいけないどんな管理手数料も別の形の費用です。
ローンからのお金で購入されたものは、資産です。
これらのパラメータを使用して、基本的なローン勘定科目の構造を示します。


基本的なローン勘定科目構造



-資産

    -流動資産

        -普通預金

    -固定資産

        -購入した資産

-負債

   -ローン

       -担保付きローン

-費用

   -利子

       -担保付きローン利子

   -担保付きローン管理手数料



GnuCashには、自動車のローンや住宅ローンを含む、多くの既定義ローン勘定科目階層が利用可能です。
これらの既定義勘定科目構造にアクセスするためには、アクション → 勘定科目階層を新規作成...をクリックし、関心があるローンタイプを選択します。

付録D 補助ファイル形式



注記
 本書はファイル形式の説明のため日本語訳は行いません。

These are the formats of some auxiliary files used by GnuCash.
Check Format Files (*.chk)



Overview



The check format file is used to tell GnuCash how to print a check or checks onto a page of paper.  This file first describes the overall layout of a page (number of checks, orientation, etc) and then describes the layout of the specific items on a single check.  The file is organized as a typical Key/Value file used by many Linux applications.  Keys/values pairs are grouped into sections that begin with the group name enclosed in square brackets.
GnuCash looks for check format files in two different locations when you bring up the check printing dialog.  The first location is typically /usr/share/gnucash/checks, where check files distributed with the application can be found.  The second location is the user private ~/.gnucash/checks directory.  Users may add check formats at any time (even while GnuCash is running) simply by dropping a new *.chk file in this directory.  The next time the check printing dialog is opened the new check format will appear in the list of available check formats.
注記
Printing functions differently depending on the version of GTK that is installed on your system.  When GnuCash is using a version of GTK prior to 2.10 all offsets are measured from the lower left corner of the page or check.  When using GTK 2.10 or later, all offsets are measured from the upper left corner of the page or check.


Example file



A typical GnuCash check file is presented below.  The contents of this file will be described in the next sections.

[Top]
Guid = 67b144d1-96a5-48d5-9337-0e1083bbf229
Title = Quicken/QuickBooks (tm) US-Letter
Rotation = 0.0
Translation = 0.0;4.0
Show_Grid = false
Show_Boxes = false

[Check Positions]
Height = 252.0
Names = Top;Middle;Bottom

[Check Items]
Type_1 = PAYEE
Coords_1 = 90.0;102.0;400.0;20.0

Type_2 = AMOUNT_WORDS
Coords_2 = 90.0;132.0

Type_3 = AMOUNT_NUMBER
Blocking_Chars_3 = true
Coords_3 = 500.0;102.0

Type_4 = DATE
Coords_4 = 500.0;67.0

Type_5 = NOTES
Coords_5 = 50.0;212.0
        

Field Descriptions



Top Group



This section of the check file describes the overall layout of a page of checks (or check) that goes into the printer.
表D.1 Overall Page Description Fields
	Name	Type	Required	Description
	Guid	string	mandatory	The guid is used to uniquely identify a check format to GnuCash.  It must be unique across the entire set of application supplied and user supplied check formats.  If you copy an application check file as the basis of your own check format, you must change this value.  The uuidgen program may be used to generate these identifiers.
	Title	string	mandatory	The title is used to uniquely identify a check format to the user.  This value is presented verbatim in the check format list of the check printing dialog.  If you copy an application check file as the basis of your own check format, you should change this value.  The title may be any utf-8 string.
	Font	string	optional	If supplied, this is the default font used to print all text items on this check.  This field can contain any string that is acceptable by gtk as a font specifier.  If this field is omitted, the default font is the font specified in the GnuCash preferences dialog.  A typical string would be 「sans 12」.
	Blocking_Chars	boolean	optional	If supplied, this is the default used when printing all TEXT items on this check.  When set to true, will print *** before and after each text field on the check.  Blocking characters are printed to protect check fields from alteration.  For example, the amount field may be printed as ***100.00***
	DateFormat	boolean	optional	If supplied, this is the default used when printing all DATE items on this check.  When set to true, will print the format of the DATE in 8 point type, centered and below the actual DATE.  For example DDMMYYYY.
	Rotation	double	optional	This value specified the rotation of the entire page (in degrees) around the origin point. For gtk versions prior to 2.10, the origin point is in the lower left corner of the page and rotation values increase in the counter-clockwise direction.  For gtk version 2.10 and later, the origin point is in the upper left corner of the page and rotation values increase in the clockwise direction. Rotation of the page is applied before translation.
	Translation	list of 2 doubles	optional	These values specify the x and y translation of the entire page (in points) relative to the origin point. For gtk versions prior to 2.10, the origin point is in the lower left corner of the page and translation values increase moving up and to the right.  For gtk version 2.10 and later, the origin point is in the upper left corner of the page and translation values increase moving down and to the right. Rotation of the page is applied before translation.
	Show_Grid	boolean	optional	If this value is set to true then GnuCash will draw a grid on the page, starting at the origin with the lines spaced every 50 points. This can be helpful when creating a check format file.
	Show_Boxes	boolean	optional	If this value is set to true then for each item where the width and height have been specified, GnuCash will draw a box showing location and maximum size of that item . This can be helpful when creating a check format file.




注記
The Blocking_Chars and DateFormat options are defined for all check formats in Edit->Preferences->Printing.  It is recommened that these global options be set to false (the default), and that the options be set for individual Check Items as described below.


Check Positions Group



This group of items specifies how multiple checks are laid out on the same sheet of paper, and gives names to each of these check locations so that a user can specify which check location that GnuCash should print.  This entire group of key/value pairs is optional, and should be omitted if the format file only specifies a single check per page of paper.
表D.2 Multiple Checks Per Page Fields
	Name	Type	Required	Description
	Height	double	mandatory	This field specifies the height of a single check on the page.  If there are multiple checks per page then this item is mandatory.  If there is only a single check per page, this entire section should be omitted.
	Names	list of strings	mandatory	This field specifies the names of the check locations that can be printed on each page.  These names represent the check positions starting from the top of the page and moving downward.  The names are presented verbatim in the check position list of the check printing dialog.  A typical value for this field is "Top;Middle;Bottom", but it could also be "First;Second;Third" or any other set of strings that clearly identify the check locations.  If there are multiple checks per page then this item is mandatory.  If there is only a single check per page, this entire section should be omitted.





Check Items Group



This section specifies the individual items that are printed on the check.  There is no limit to the number of items that may be present in this section, and any given type of item can be repeated multiple times.  This allows for the printing of checks that have a side stub, or for the one-per-page business checks that have both the check and multiple check stubs on the same page.  For example, to print the payee name on a business check and on both stubs, simply specify three payee items with differing print coordinates.
Each key names in this section explicitly includes the item number to which it applies.  E.G. The key named Type_1 applies to the first item to be printed, and the key Coords_3 applies to the third item to be printed.  Item numbers start at one and increase sequentially.  Any gap in the numbering sequence is interpreted by GnuCash as the end of the item list.  Items are printed in the order of their item numbers, not in the order in which they appear in the file.
Each item specified must include a type declaration.  The rest of the parameters for that item depend upon the particular type of that item.  See 表D.4「Individual Check Item Types」 for a list of valid item types and their required parameters.
表D.3 Individual Check Item Fields
	Name	Type	Required	Description
	Type_n	string	mandatory	This field specifies the type of a single item to be printed on a check.  See 表D.4「Individual Check Item Types」 for a list of valid item types.
	Coords_n	list of 2 or 4 doubles	mandatory	This field specifies the coordinates where the item should be placed on a check, and optionally also specifies the width and height of the item.  The numbers in order are the X and Y offset of the lower left corner of the item, and optionally the width and height of the item.  If the width is supplied then the height must also be supplied, so this field will always contain two or four numbers.  For gtk versions prior to 2.10, the origin point is in the lower left corner of the page and translation values increase moving up and to the right.  For gtk version 2.10 and later, the origin point is in the upper left corner of the page and translation values increase moving down and to the right.注記
Regardless of whether the origin is at the top or the bottom of the page, the coordinates always specify the lower left point of the item.


	Font_n	string	optional	If supplied, this is the font used to print this specific text item.  This field can contain any string that is acceptable by gtk as a font specifier.  If this field is omitted, the default font is the font specified in the Top section of the check description file, or if that was omitted the font specified in the GnuCash preferences dialog.  This field is only recognized when using gtk version 2.10 or later.
	Align_n	string	optional	If supplied, this is the alignment used to print this specific text item.  This field must contain one of the strings "left", "center" or "right".  If this field is omitted, the text will be left aligned.  This field is only recognized when using gtk version 2.10 or later.
	Text_n	string	optional	This field is only used when the item type is TEXT. It specifies the utf-8 text that should be printed on the check.
	Filename_n	string	optional	This field is only used when the item type is PICTURE. It specifies the filename of the image that should be printed on the check.  The string may specify either an absolute path name or as a relative path name.  If a relative path name is specified, GnuCash first looks in in the application check format folder (typically /usr/share/gnucash/checks) for the image file, and if it isn’t found there then it looks in the user private ~/.gnucash/checks directory for the image.  This field is only recognized when using gtk version 2.10 or later.
	Blocking_Chars_n	boolean	optional	If supplied, this will set the print Blocking_Chars option for this item.
	DateFormat_n	boolean	optional	If supplied, this will set the print DateFormat option for this item.




These are the individual items that can be printed on a check.  All items require the coordinates on the page where the item should be printed.  The majority of these items result in text being printed on the page, and these items may have individual font and alignments specified.  For example, the numerical amount of a check could be printed right justified while everything else is printed left justified.  Other types may have unique parameters.
表D.4 Individual Check Item Types
	Name	Required Fields	Optional Fields	Description
	PAYEE	Coords	
                    Font

Align

Blocking_Chars

                    


                  	This type value tells GnuCash to print the check payee name at the specified coordinates.
	DATE	Coords	
                    Font

Align

Blocking_Chars

DateFormat

                    


                  	This type value tells GnuCash to print the check date at the specified coordinates.
	NOTES	Coords	
                    Font

Align

Blocking_Chars

                    


                  	This type value tells GnuCash to print the transaction notes field at the specified coordinates.
	CHECK_NUMBER	Coords	
                    Font

Align

Blocking_Chars

                    


                  	This type value tells GnuCash to print the check number at the specified coordinates.
	MEMO	Coords	
                    Font

Align

Blocking_Chars

                    


                  	This type value tells GnuCash to print the split memo field at the specified coordinates.
	ACTION	Coords	
                    Font

Align

Blocking_Chars

                    


                  	This type value tells GnuCash to print the split action field at the specified coordinates.
	AMOUNT_WORDS	Coords	
                    Font

Align

Blocking_Chars

                    


                  	This type value tells GnuCash to print the check amount in words at the specified coordinates.  The amount will appear similar to the string "One thousand, two hundred thirty four and 56/100".
	AMOUNT_NUMBER	Coords	
                    Font

Align

Blocking_Chars

                    


                  	This type value tells GnuCash to print the check amount in numbers at the specified coordinates.  The amount will appear similar to the number "$1,234.56".
	ADDRESS	Coords	
                    Font

Align

Blocking_Chars

                    


                  	This type value tells GnuCash to print the address at the specified coordinates.
	SPLITS_ACCOUNT	Coords	
                    Font

Align

Blocking_Chars

                    


                  	This type value tells GnuCash to print the account names for each split entry stating at the specified coordinates. See the note on splits printing.
	SPLITS_AMOUNT	Coords	
                    Font

Align

Blocking_Chars

                    


                  	This type value tells GnuCash to print the amount for each split entry stating at the specified coordinates.  Amounts are printed with currency symbols. See the note on splits printing.
	SPLITS_MEMO	Coords	
                    Font

Align

Blocking_Chars

                    


                  	This type value tells GnuCash to print the memo text for each split entry stating at the specified coordinates. See the note on splits printing.
	TEXT	Coords, Text	
                    Font

Align

Blocking_Chars

                    


                  	This type value tells GnuCash to print an arbitrary string at the specified coordinates. The string to be printed is specified with the Text_n key.
	PICTURE	Coords, Filename	(none)	This type value tells GnuCash to print an image at the specified coordinates. The image to be printed is specified with the Filename_n key.  This type is only recognized when using gtk version 2.10 or later.




注記
SPLIT items include all split entries for the transaction except for the split that applies to the current account register.  This is usually the last split listed when splits are displayed in the register.  The coordinate location defines the lower left location for the split information.



Creating Check Format Files



Creating your own check format file is a fairly simple task.  The easiest way to start is to copy an existing check format file from the application directory (typically /usr/share/gnucash/checks) to the directory ~/.gnucash/checks.  Make sure to change the guid so the new file will be accepted by gnucash, and change the title to something descriptive.  Then change or add individual item fields as necessary.  You can also create a new check file by clicking the Save Format button on the Custom format page of the check printing dialog.
注記
Key names are case sensitive.  If you’re having problems with a check format file, ensure that all key names have capital letters as documented above.




勘定科目のセットアップ



ほとんどの会計処理の実務では資本利得勘定科目をセットアップするための多くの異なる方法があります。
ここでは、ほとんどの状況を扱える柔軟で一般的な手法説明します。
必要となる最初の勘定科目は資産の購入価格勘定科目です
(GnuCash勘定科目タイプ資産)。ここには単純に最初に購入した資産を記録します。
通常、この購入は銀行勘定科目からの取引で行われます。
資産評価の動向をおさえるためには3つの勘定科目を必要とします。
一つ目は評価額すべての合計を集める未実現利益資産勘定科目です。
二つ目は未実現利益収益勘定科目です。これは未実現利益資産勘定科目と釣り合いを保ち、定期的な評価による収益がすべて記録されます。
最後に、実現利益と呼ばれる、別の収益勘定科目が必要です。これには資産を売却する時に現実の資本利得を記録します。
2つの資産ITEM1およびITEM2の評価を追跡するための一般的な勘定科目階層を次に示します。資産:固定資産:ITEM1:購入価格勘定科目は資産:流動資産:普通預金勘定科目と釣り合いを保ちます。資産:固定資産:ITEM1:未実現利益勘定科目は収益:未実現利益勘定科目と釣り合いを保ちます。ITEM2でも同様です。


-資産

    -流動資産

    -普通預金

    -固定資産

        -ITEM1 

            -購入価格

            -未実現利益

        -ITEM2

            -購入価格

            -未実現利益

-収益

    -実現利益

    -未実現利益




データ入力の概念



GnuCashにデータを入力するときは、GnuCashがデータを分割する3種類の階層構成を意識しているべきです。
それは、ファイル、勘定科目、および取引です。
これらの階層は複雑さの順に並んでいます。1個のファイルが多くの勘定科目を含んでいます。そして、1個の勘定科目が多くの取引を含んでいます。
この分割はGnuCashの使用方法を理解するための基本です。
ファイル



GnuCashは情報を保存するための最上位としてファイルを使用します。
ファイルはコンピューター上に単一のXMLファイル(GnuCashのすべてのバージョン)として保存されるか、またはSQLデータベース(GnuCashバージョン2.4以降)内に保存されます。
注記
SQLは「sequel」と発音されます。このため、話し言葉および書き言葉では「SQLデータベース」と呼びます。

XMLファイル形式を使用する場合、GnuCashはXMLデータファイルとしてデータを保存します。通常、ファイルは圧縮されます(GnuCashの設定にある全般タブでこれを変えることができます)。
SQLストレージ形式を使用する場合、GnuCashは選択したデータベースアプリケーション
(SQLite3、MySQL または PostgreSQL) のSQLデータベースとしてデータを保存します。
各勘定科目の集合を維持するためには1個の主ファイルまたはデータベースが必要となるでしょう。
どのようにGnuCashファイルを作成して、管理するかを学ぶためには、「財務データの保存」を参照してください。
注記
2個以上の勘定科目の集合が必要であると思うなら、実行するの前にプロの会計士または簿記係に相談したくなるでしょう。ほとんどのユーザーはおそらく一つのデータファイルしか必要としないでしょう。

バックアップファイルおよびログファイルは適切な時にGnuCashによって自動的に作成されます。
バックアップおよびログファイルに関しては、「データのバックアップとリカバリー」で説明しています。

勘定科目



勘定科目は、所有しているか、借りているか、費やすか、または受け取る金額の動向をおさえるための場所です。
各GnuCashファイルには何個でも勘定科目を含めることができます。そして、各勘定科目は多くの子勘定科目を任意の階層数で含めることができます。
この簡単な特徴は後の章で説明するように、財務を管理するためのパワーの多くをGnuCashに与えます。
勘定科目の例としては、当座預金勘定科目、普通預金勘定科目、クレジットカード勘定科目、住宅ローン勘定科目、およびローン勘定科目です。
各GnuCash勘定科目は、「実際の」会計活動を追跡し、その状態に関する情報を提供します。
さらに、勘定科目は受け取ったり、費やしたりするお金を分類するためにも使用されます。
例えば、雑貨や食料品に支払うお金を追跡するための費用勘定科目を作成することができます。
これらは計算書を受け取る勘定科目ではありませんが、どのくらいのお金がそれぞれの領域で使用されているかを決めることができます。
勘定科目についてはさらに詳細に3章勘定科目で取り扱います。

取引



取引は勘定科目間の金銭の移動を表します。
お金を使う、受け取る、またはお金を口座間で移動するという行為はすべて取引です。
取引の例は、電話代請求書の支払い、普通預金から当座預金までの資金移動、ピザの購入、お金の引き出し、給料の預け入れです。
4章取引でどのように取引を入力するかについて詳細に説明します。
複式記帳法会計処理では、取引は常に2個以上の勘定科目が関係します。資金移動元勘定科目と資金移動先勘定科目です。
GnuCashは影響を受ける各勘定科目に関して、取引内に行を挿入することによりこれを管理します。そして、各行に含まれる金額の合計を記録します。
勘定科目と合計額に関係する金額を記録する取引内の行はスプリットと呼ばれます。
取引には任意の数のスプリットを含めることができます。
取引におけるスプリットに関しては「スプリット取引」で説明します。


記録簿スタイルの選択



GnuCashには、記録簿を見るためのいくつかのオプションがあります。
デフォルトスタイルは基本元帳モードです。このモードでは現在の勘定科目に影響するスプリットの要約だけを表示します。
これは、他の有名な個人向け財務アプリケーションに最も類似しているスタイルです。
異なった記録簿スタイルを選択できます。表示 → 自動スプリット元帳スタイルでは自動的に現在の取引のスプリットが展開されます。
記録簿で新規取引を選択してハイライト表示したときは、取引はすべてのスプリットを表示するために自動的に展開されます。
表示 → 取引仕訳帳スタイルではさらに会計処理の仕訳帳のようになります。そこでは、すべての取引に関するすべてのスプリットが表示されます。
すべてのスタイルにおいて、1行フォーマットまたは2行フォーマットのどちらかでデータを参照できます。
表示 → 2行を選択すると、取引行が2つの記録簿行に展開されます。
基本元帳と取引仕訳帳画面がどう異なるかについて、もっと詳細に見てみましょう。
    
この例では、10,000ドルの当座預金があり、3着のジーンズを1,000ドルで購入することによって本当に贅沢に耽ることにしたと仮定しましょう。
今、一つの単純取引としてこれを記録して、費用:衣料品に1,000ドル資金移動することができます。
または、スプリット取引として記録して、それぞれ個別にジーンズを記録することができます。
それらは技術的に同じですが、会計処理の観点では、ジーンズの購入をそれぞれ個別に記録した時は、費用:衣料品勘定科目には3つの異なった取引が記録されます。
次の画像はこれを良く表しています
最初に、当座預金勘定科目を使用してジーンズを購入しましょう。
[image: 3着のジーンズ購入]
            この画像は3着のジーンズを購入する1個のスプリット取引です
          



費用:衣料品勘定科目を開いて、デフォルトの基本元帳スタイルで表示します。
お分かりのように、ここには3行の入力がありますが、当座預金勘定科目には1行しか入力がありません。
注意深く見ると、各行が異なった金額、200ドル、300ドル、および500ドルになっているのが分かります。
取引行の各行は一つのスプリット行を反映しています。
[image: 費用:衣料品勘定科目へのジャンプ]この画像が取引仕訳帳モードでの費用:衣料品勘定科目です。



取引仕訳帳モードで費用:衣料品勘定科目を見ると、オリジナルのスプリット取引を再度見ることができます。
[image: 費用:衣料品勘定科目へのジャンプ]この画像が取引仕訳帳モードでの費用:衣料品勘定科目です。




仕入先請求のまとめ



仕入先請求のまとめは、同じ仕入先からの複数の請求を一まとまりにするのに使用します。
仕入先請求のまとめ機能の使用はオプションです。
同じ仕入先からの複数の請求があり、まとめた請求に関連するすべての仕入先請求書を見たい時、この機能は役に立ちます。
仕入先請求のまとめ機能を使用するためには、ビジネス → 仕入先 → 請求のまとめを新規作成を選択します。
請求のまとめを新規作成ウィンドウが表示されます。
編集可能な欄は次の通りです。
	請求のまとめ情報 - 請求のまとめ番号 (オプション) - この請求のまとめのために番号を入力します。
空欄にした場合、自動的に番号が選択されます。

	請求のまとめ情報 - 請求のまとめの名前 - 新規請求のまとめに割り当てる名前を入力します。

	所有者情報 - 仕入先 - 請求のまとめの作成対象となる仕入先を入力します。

	所有者情報 - 請求ID - この仕入先請求のまとめを参照するための番号です (例えば、注文番号)。

	アクティブな請求のまとめ - 請求のまとめをアクティブにするか非アクティブにするかを切り替えます。
多くの非アクティブな請求のまとめを持っている場合に役に立ちます。アクティブと設定されている請求のまとめだけを検索するのが簡単になります。



[image: 仕入先請求のまとめを新規作成]仕入先請求のまとめを新規作成



既存の仕入先請求のまとめを編集するためには、ビジネス → 仕入先 → 請求のまとめを検索を使用します。
検索結果で編集する請求のまとめを選択して、請求のまとめの参照/編集ボタンをクリックします。
請求のまとめに関連している仕入先請求書を選択するためには、ビジネス → 仕入先 → 請求のまとめを検索を使用します。
検索結果で目的の請求のまとめを選択して、得先請求書を表示ボタンをクリックします。
この請求書のまとめに関連している仕入先請求書一覧を表示するウィンドウが表示されます。
メインウィンドウで仕入先請求書エディターを開くためには、仕入先請求書を選択して、得先請求書を表示ボタンをクリックします。

8. TRANSLATION




      Translation is considered a kind of modification, so you may
      distribute translations of the Document under the terms of section 4. Replacing  Invariant Sections with
      translations requires special permission from their copyright
      holders, but you may include translations of some or all
      Invariant Sections in addition to the original versions of these
      Invariant Sections. You may include a translation of this
      License provided that you also include the original English
      version of this License. In case of a disagreement between the
      translation and the original English version of this License,
      the original English version will prevail.
    

予算の作成



予算を立て始める前に、勘定科目階層を熟考することが重要です。
例えば、電気料金と水道料金を予算化したいなら、費用:光熱費勘定科目を作成するだけではいけません。
勘定科目は少なくとも予算を指定できる細かさでなければいけません。  
予算を作成する勘定科目の選択



予算を作成する第1ステップは、何の予算を計画するかについて決定することです。
この決定は予算に含める勘定科目に影響します。
例えば、費用を追跡することだけに関心がある場合、費用勘定科目に予算合計金額を入力するだけで費用予算を作成できます。
一方、キャッシュフローすべてを追跡したい場合、資産、負債、収益、および費用勘定科目それぞれに予算金額を入力してキャッシュフロー予算を作成します。
予算を作成し始める前に、2つの決定を行う必要があります。
「どの勘定科目のために予算を立てますか?」および「いつのために予算を立てますか?」です。
予算を作成した後にいつでも考えを変えることができます。しかし、何かに基づいて開始する必要があります。
ティップ
おおざっぱに言うと、何にお金を支払っているかを主に気にしているなら、費用帳票を作りたいと思うでしょう。
また、適切な時に適切な場所に十分なお金があることに関して気にかけているのなら、キャッシュフロー予算を使用したいと思うでしょう。


予算期間の選択



予算を作成する前に、どの期間に対して計画を立てるか決めなければいけません。
最も一般的な予算期間は、年間または月次です。
時間とともに財務パターンが変わる予算を計画したい場合、複数の予算期間分の予算を作成します。
例えば、夏期より冬期の光熱費が高くなるよう計画したい場合、年間予算を四半期ごとまたは毎月に細かく分けて、夏期よりも冬期により高い金額の予算を立てます。

作成開始



最初の予算を作成するために、アクション → 予算 → 予算を新規作成をクリックします。
デフォルト設定で未入力の新規予算が表示されます。
次にオプションボタンをクリックします。
最も重要なオプションは、予算期間と期間数です。
予算期間に関しては、開始日および計画を立てる最短期間を選択します。
期間数に関しては、計画を立てる期間の数を選択します。
予算ページは予算期間ごとの列がある勘定科目のリストになっています。
各列の見出しに表示された日付は、その予算期間の始まりです。

予算金額の入力



予算金額を入力しなければいけません。予算金額は予算期間内に勘定科目貸借残高が変更になると予想する金額です。
予算金額を入力するには2種類の方法があります。
一つ目の方法は、単純にセルをクリックして金額を入力します。
二つ目の方法は、GnuCashで過去の取引を記録している場合、GnuCashを使用してそれらの取引を調べ、予算金額を見積もります。
最初にGnuCashで見積もりを行いたい勘定科目を選択します。
次に、ツールバーの見積もりボタンをクリックします。
予算金額の見積もりダイアログで、GnuCashが調べる過去の取引の日付を選択します。
GnuCashはその日付を開始日として、連続した期間の予算を調査します。
例えば、年間予算を作っていて2005年1月1日を選択した場合、GnuCashは2005年1月1日から2005年12月31日までのその勘定科目におけるすべての取引を調べます。


QIFファイルの構成 (議論)




  

データのバックアップとリカバリー



GnuCashは、データが無くならないのを確実にするためにいくつかの種類のファイルを作成します。
.gnucashファイルを保存しているフォルダーを参照すると、GnuCashによって作成される次の拡張子の他のファイルを見つけることができます。
一次データファイルと同じディレクトリ内にある.gnucash、.log、.LCK、.LNKです。
それぞれのファイルが何をするかを次に説明します。
注記
次の項はXML形式で財務データを保存している場合にだけ関係します。


      $ ls 
      myfile.gnucash
      myfile.gnucash.20100414185747.gnucash
      myfile.gnucash.20100414223248.log
      myfile.gnucash.20100415114340.gnucash
      myfile.gnucash.20100415154508.log
      myfile.gnucash.20100415173322.gnucash
      myfile.gnucash.20100415194251.log
      myfile.gnucash.7f0982.12093.LNK
      myfile.gnucash.LCK
    
バックアップファイル (.gnucash)



データファイルを保存したときは毎回、バックアップコピーが拡張子.YYYYMMDDHHMMSS.gnucashで保存されます。
このバックアップファイル前のデータファイルの完全な複製です。そして、ファイル名の形式はバックアップのデータファイル、年、月、日、および時間を表します。
例えば、ファイル名myfile.gnucash.20100414185747.gnucashは、2010年4月14日午後6時57分47秒に保存されたmyfileファイルのバックアップコピーであることを示します。
古いバックアップファイルを復元するためには、単に戻りたい日時の.YYYYMMDDHHMMSS.gnucashファイルを開いてください。
必ず異なった名前でこのファイルを保存してください。
注記
GnuCashバージョン2.3.15以前は実際の拡張子.YYYYMMDDHHMMSS.gnucashの代わりに古い拡張子.YYYYMMDDHHMMSS.xacを使用してバックアップファイルを作成します。
よって、2.2系列から2.4系列にアップグレードした場合、ディレクトリ内に.YYYYMMDDHHMMSS.xacと.YYYYMMDDHHMMSS.gnucashで終わる両方のバックアップファイルがあるかもしれません。


ログファイル (.log)



GnuCashでファイルを開くと毎回、.logファイルが.YYYYMMDDHHMMSS.gnucashバックアップファイルと同じ名前形式で作成・保存されます。
開いているデータファイルへの変更を行うとき、ログファイルはそれらの変更だけを保存します。
ログファイルはデータファイルのフルバックアップではありません。単に現在のGnuCashセッション中にデータファイルに行った変更を記録します。
停電やシステム全体のクラッシュのためうっかりGnuCashを終了してしまったとしても、このログファイルを使用することでGnuCashファイルを保存した最後の時以降の作業の大部分を回復することが可能です。
手順は次のようになります。
	最後に保存したGnuCashファイルを開きます。

	ファイル → インポート → GnuCashの.logファイルをリプレイを選択し、今開いている保存済みファイルと同じ日時を持つログファイルを選択します。
確実に正しい.logファイルを選んでください。さもなければ、勘定科目が大きく破壊されるかもしれません。



ログリプレイは最後の保存以降に入力された残高に影響するどんな取引も回復します。予定取引とビジネス機能(得意先請求書、仕入先請求書など)から作成されたものを含みます。
警告
予定取引、得意先請求書または仕入先請求書自体への変更は回復されません。回復された取引は、適切に関連付けられないかもしれません。したがって、再確認するべきです。
特にビジネス取引ではいくつかを削除して作り直さなければならないかもしれません。
そうしないと、貸借残高が正しくなったにもかかわらず帳票は正しくないかもしれません。


ロックファイル(.LNKと.LCK)



時折.LNKと.LCKファイルが現れるのを見るかもしれません。
これらはデータを全く保存していません。二人以上のユーザーが同時に同じファイルを開くのを防ぐために作成されます。
ファイルを開くと、他の誰もアクセスできないようロックするために、これらのファイルが自動的に作成されます。
GnuCashセッションを閉じるか、または別のファイルを開くと、GnuCashは、.LCKと.LNKファイルを削除することによって、最初のデータファイルをアンロックします。
データファイルを開いている際にGnuCashがクラッシュすると、.LCKおよび.LNKファイルは削除されません。
GnuCashで次に開こうとすると、ファイルがロックされているという警告メッセージが表示されます。
.LNKと.LCKファイルがまだディレクトリに存在するので、警告メッセージが表示されます。
ファイルを開くためにはいを選択しても安全です。しかし.LNKと.LCKファイルを削除するべきです(端末ウィンドウまたはファイルマネージャーを使用してください)。
それらのファイルがいったん削除されると、GnuCashがクラッシュしない限り、再び警告メッセージは表示されることはありません。

ファイル管理



どのファイルを取っておくべきでしょうか?
もちろん主データファイルを取っておいてください。
最近の.YYYYMMDDHHMMSS.gnucashバックアップファイルをいくつか取っておくのは名案です。.logファイルはデータの完全なコピーではないので安全に削除することができます。
注記
また、GnuCashのバージョンを2.4より前からアップグレードしたなら、古い.xac形式のバックアップファイルも取っておいてください。
これらのファイルに関しては、.YYYYMMDDHHMMSS.gnucashバックアップファイルのために上で説明したのと同じ原則を適用できます。

また、GnuCashを閉じた後に.LCKと.LNKファイルがある場合はこれらも削除するべきです。
手動で別のディスクにデータファイルをバックアップすると決めるなら
(.YYYYMMDDHHMMSS.gnucashバックアップファイルでなく)
主データファイルだけをバックアップすれば十分です。
注記
デフォルトでは、GnuCashは31日以上前の.logと.YYYYMMDDHHMMSS.gnucashバックアップファイルを自動的にすべて削除します。
編集 → 設定
(Mac OS X では
GnuCash → 設定)にある全般タブでGnuCashのこの動作を変えることができます。



まとめ



注記
この項では本書全体を通して継続するチュートリアルを開始します。各章の最後に、その章で説明した概念を、一連の例を通して指導するまとめがあります。各まとめ項は前章で説明されているものから構築されます。簡単にアクセスするためにファイルを必ず保存してください。

では開始しましょう!
	まず最初に、実データを保存するためのファイルを作成しましょう。GnuCashを開いて、新規勘定科目階層の設定ダイアログに移動します。家庭用財務に使用するファイルと勘定科目を作成します。したがって、関係した勘定科目を選んでください。どんな勘定科目を必要とするかよく分からなければ、全てを選択オプションをクリックして、表示された勘定科目のすべてを作成してください。設定が完了したら、家庭用データに使用したいファイル名でこのファイルを保存します。

	次に、テストデータを保存するためにファイルを作成します。これは本書のチュートリアルで使用されるファイルです。新規ファイルを作成するためにファイル->新規作成をクリックします。そしてgcashdata_1という名前をつけます。メインウィンドウは今このようになります。
[image: テストファイルを示すメインウィンドウ]この画像は、勘定科目集がウイザードによって作成された状態の、勘定科目ツリーウィンドウを示します。




	今度は、勘定科目ツリーウィンドウでいくつかの設定を調整します。編集->設定->ウィンドウを選択して、アイコンではなく、テキストだけを表示するようにツールバーのスタイルを変更します。変更はすぐに行われるので、メインウィンドウのツーバーボタンを見てください。設定ダイアログに戻って、デフォルトの使用をクリックすることによってシステムデフォルトを設定するようにツールバーボタンを変えます。列見出し行から下向き矢印を選択し、「タイプ」を選択します(列「タイプ」を見ることを意味します)。メインウィンドウは今、このようになります。
[image: 表示オプションを変えた効果]この画像は表示オプションを変えた効果を示します。



ファイルを保存します。

	別のプログラムからQIFデータをインポートする計画がある場合、最初に実習ファイルを試しましょう。(そうでなければ、次章の勘定科目の設定(3章勘定科目)までスキップしてください。)
	最初に、gcashimportという名前で新しいファイルを作成します。勘定科目(共通勘定科目など)を直接指定するかどうかは自由です。QIFインポート手順で勘定科目が見つからないと、自動的に作成されます(または勘定科目を手動で作成します)。

	メインメニューから、ファイル->インポート->QIFをインポート…を選択しインポートを開始します。

	適切な通貨を選択してください。

	ロードするQIFファイルとしてgnc_Sample_QIF.qifを選択してください。

	続くダイアログで各取引には有効な勘定科目があることを確認してください。よく分からない場合は単にデフォルトのものを使用します。

	インポートを完了します。



メインウィンドウは今、このようになります。
[image: サンプルQIFファイルをインポートした後]この画像は提供されたサンプルQIFファイルをインポートした後のメインウィンドウを示します。



画面がインポートの後に空白であるなら、新規勘定科目タブを表示するためにファイル->新規->新規勘定科目ページを選択します。
ファイルを保存してください。




GnuCashを使用する10の理由



既にGnuCashを使用した場合のいくつかの一般的な利点を説明しました。
ここでは、GnuCashによって提供されている他のプログラムには存在しない特定の機能を挙げます。
	簡単なユーザーインターフェース
GnuCashは小切手帳記録簿と同じくらい使いやすいです。
自動補完と入力ショートカットが動作してデータ入力エラー発生を防ぐため、紙の記録簿より簡単です。

	簡単なインポート
GnuCashでは、インターネットバンク明細書やQIF(Quicken®Interchange
Format)、OFX、およびHBCIファイル利用するソフトウエアパッケージからデータをインポートすることができます。
使いやすい「アシスタント」によって、インポートで発生する変更を見直しながら、GnuCashファイルへ実際にインポートすることができます。

	計算書の照合
計算書の期末残高を入力して、取引の照合の印を付けるだけで、月次計算書を高速に照合することができます。
GnuCashを使用すると、データと受け取った計算書の間にある、どんな差分も検出することができます。

	投資の追跡
GnuCashには投資のポートフォリオを追跡する多くの方法があります。
ある種の投資勘定科目ではデータ入力が簡素化されています。オンラインツールによって市場価格の変化に合わせて持分の価格を更新することができます。
帳票画面を作成し、投資決定の分析を行うことができます。

	複数通貨のサポート
GnuCashでは複数の通貨を追跡することができます。
異なる通貨の銀行口座、投資または他の財務データを持っている場合、GnuCashを使用してそれらを監視することができます。

	帳票とグラフのカスタマイズ
帳票とグラフにより、納税、予算作成、または単にお金を何に費やしているかに関する貴重な情報を得ることができます。
GnuCashにはさまざまな使いやすい帳票とグラフがあり、財務状況を分析することができます。
利用者固有の必要性に合うように帳票を自由にカスタマイズすることができます。

	複式記帳法
GnuCashでは、完全な記録を行うために簿記の複式記帳法を利用します。
複式記帳法では、お金が単に現れもしませんし、消えて無くなりもしません。常に等しい金額が、ある勘定科目から別の勘定科目へ移らなければいけません。
GnuCashでは、両方の勘定科目で取引を追跡することによって、勘定科目の観点からの詳細な帳票を作成することができます。

	ヘルプの提供
今日のヒントダイアログには、新規ユーザーにとって役に立つ、GnuCashの機能に関するヒントが書かれています。
プログラムの中では、検索可能なヘルプで情報を提供しています。さらなるヘルプが必要な場合はGnuCashウェブページに接続します。
また、GnuCashには、メーリングリストおよびIRCチャンネルを通してヘルプを提供する、強力で有能な開発者とユーザーコミュニティーがあります。

	ショートカット
GnuCashには、データ入力に役に立つ多くのショートカットがあります。
一般的な入力欄で最初の数文字を入力すると、GnuCashは自動的に残りを補完します!
また、コピー、ペースト、および複製機能を使って、入力時間を節約することができます。
キーボードショートカットを使って、高速にメニューオプションを選択したり、数値データを入力したりできます。
多くの数値入力欄が計算機として機能します。
「92.18+33.26」を入力すると、GnuCashにより計算された合計が入力されます!

	オープンソース
GnuCashは手法を隠しません。
GnuCashがどのように数値を計算したのかと思ったら、それを見つけることができます。
さらに、GnuCashでどのくらいの情報を表示するかに関する設定を行うことができます。
「秘密のコード」はGnuCashに全くありません。GnuCashはずっとオープンソースプログラムであり続けます。



これらは、財務情報を追跡するためにGnuCashを使用し始めた時に発見できる、利点のほんの一部です。
これでもう、あなた自身のためにGnuCashの恩恵を得る準備ができました!

勘定科目のセットアップ



GnuCashでクレジットカードを管理し始めるためには、負債最上位勘定科目をセットアップし、この親勘定科目の下に使用するクレジットカードごとにクレジットカードタイプの勘定科目を作成します。
クレジットカード会社に行う支払いを追跡するだけなら、必要なのは取引を入力する銀行勘定科目とクレジットカード勘定科目だけです。
クレジットカードに関して行う支払いは費用です。よって費用最上位勘定科目の下にクレジットカード勘定科目をセットアップしなければいけません。
買い物のより詳細な記録を行うと決めたなら、買い物の種類に応じた費用勘定科目を作成する必要があります。
また、クレジットカード明細書と残高を照合するためには、各クレジットカード勘定科目に開始残高の入力もしなければいけません。
これを行う最も簡単な方法は、開始残高として前回のクレジットカード明細書にある残高を使用することです。
単純なセットアップ



クレジットカードで行ったそれぞれの買い物の費用を追跡しない場合は、次のような単純な勘定科目階層をセットアップします。


-資産

   -銀行

-負債

   -クレジットカード

-費用

   -クレジットカード



この例では、毎月の請求総額を負債:クレジットカード勘定科目と費用:クレジットカード勘定科目間の取引として入力します。
支払いを行う時は、資産:銀行勘定科目と負債:クレジットカード間で取引を入力します。
単純なクレジットカードセットアップの明白な限界は、お金がどこに支出されているか分からないことです。
すべてのクレジットカード費用がクレジットカード費用勘定科目に入力されます。
しかしながら、セットアップと維持は非常に単純です。

完全なセットアップ



費用をより完全に追跡する場合は、さまざまな費用の種類に基づいて命名された複数の費用勘定科目をセットアップしなければいけません。
そしてクレジットカードで行ったそれぞれの支払いは、クレジットカード負債勘定科目と特定の費用勘定科目間の別々の取引として入力します。
このための勘定科目階層の例は次のようになります。


-資産

    -銀行

-負債

    -クレジットカード

-費用

    -食費

    -自動車

    -衣料品

    -娯楽

    -利子

    -サービス



明らかに、消費動向に合う特定の費用勘定科目を入力しなければいけません。
単純セットアップと完全セットアップを比較すると、唯一の差異は費用がグループによって細分化されているということです。
また、「利子」費用があるのも分かります。これはクレジットカード会社が毎月の未払い残高に対して利子を請求する時に使用されます。
「サービス」費用勘定科目は、年1回の使用料などのクレジットカードに関連しているサービス費用(もし存在しているなら)を追跡するために使用されます。
このセットアップを行うと、お金が費用勘定科目の分類に従って毎月どこに支出されるか分かります。
本章の残りの部分では、完全セットアップを使用していると仮定します。


6. COLLECTIONS OF DOCUMENTS




      You may make a collection consisting of the Document and other documents
      released under this License, and replace the individual copies
      of this License in the various documents with a single copy that
      is included in the collection, provided that you follow the
      rules of this License for verbatim copying of each of the
      documents in all other respects.
    

      You may extract a single document from such a collection, and
      dispbibute it individually under this License, provided you
      insert a copy of this License into the extracted document, and
      follow this License in all other respects regarding verbatim
      copying of that document.
    

株式の分割と併合



会社はさまざまな理由で株式を分割することがあります。最も一般的なのは、多くの投資家にとっての適正価格より株価が高く上昇したと経営者側が考える場合です。
いくつかの株式分割は簡単な交換です (例:1株に対して2株を割り当てる。2株に対して3株を割り当てる)。いくつかは現金配分を伴う複雑な交換です。
株式の併合による交換であれば (例:3株に対して1株を割り当てる。1株に対して0.75株を割り当てる)、結果として持分が少なくなることがあります。

    
簡単な株式分割



例として保持しているNST株式が、2005年6月6日に、1株に対して2株を割り当てる分割を行うと宣言されたとします。
この取引を入力するための手順はこのようになります。
アシスタントを開始するために、アクション → 株式の分割を選択します。
[image: 株式分割アシスタントステップ1の画面]株式分割アシスタントの選択画面。 



最初の画面は導入です。分割を行う勘定科目と株式の選択を表示するために進むを選択します。
保有している株式に対して勘定科目/株式の組み合わせを入力する必要があります。
[image: 株式分割アシスタントステップ2の画面 - 勘定科目/株式の選択]株式分割アシスタントステップ2の画面 - 勘定科目/株式の選択



資産:投資:配当再投資:NSTを選択し、進むをクリックします。
次画面の株式分割詳細ウィンドウには5つの欄があります。
	日付 - 分割日を入力します。

	株式数 - 取引で増加 (または減少) する株式数を入力します。
この例では、1株に対して2株を割り当てる分割です。現在記録簿にある株式数と同じ数だけ追加で割り当てられます。

	説明 - 取引に関する短い説明を入力します。

	新規価格 - 必要な場合は分割後の株式の新しい価格を入力します。

	通貨 - 取引を行う通貨が必要です。これは株式を購入する通貨と同じでなければいけません。



進むボタンをクリックします。
[image: 株式分割アシスタントステップ3の画面 - 株式分割の詳細]株式分割アシスタントステップ3の画面 - 株式分割の詳細 



この例では「現金の分配」が無かったため、次画面はスキップします。
      
[image: 株式分割アシスタントステップ4の画面 - 現金の分配]株式分割アシスタントステップ4の画面 - 現金の分配 



最後の完了画面では次の選択肢があります。キャンセル。戻る
- 入力したデータを変更するために戻ります。適用 - 入力したデータで株式分割を完了します。 
[image: 株式記録簿での単純な株式分割の例]簡単な株式分割取引の後の資産:投資:配当再投資:NST記録簿の画面。 




適度に複雑な株式併合



例として、2005年11月18日に発生したSBCによるAT&Tの買収の時にAT&T株式をしていたと仮定します。
この例では、2005年4月1日にAT&T株を購入したとします。配当は現金で行われるため、AT&T株式勘定科目記録簿には入力されません。 
 株式併合の条件はAT&T株式1株に対してSBC株式0.77942株を割当交付ということでした。
合併企業はAT&Tからの記号「T」を使用し続けます。
AT&Tは、取引日に1株あたり1.20ドルの「配当」を支払いました。しかし、それは現金の配当であったため、株式勘定科目には現れません。
この取引を入力するための手順は「詳細」画面まで簡単な分割と同じです。
分割が行われる株式に対して、「投資勘定科目と株式勘定科目」の組み合わせを入力する必要があります。
[image: 株式分割アシスタントステップ2の画面]株式分割アシスタントステップ2の画面 - 勘定科目/株式の選択 (投資勘定科目:T)



資産:投資:証券口座:株式:Tを選択して、進むをクリックします。
次画面の株式分割詳細ウィンドウには5つの欄があります。
	日付 - 分割の日付を入力します。ここには2005年11月18日と入力します。

	株式数 - 取引で増加 (または減少) する株式数を入力します。
この例では、1株に対して0.77942株を割り当てる分割です。よって株式数が現在の記録簿における株式数より減少します。
分割による持分の減少を計算するために、直接データをフォームに入力して計算を行うGnuCashの機能を利用することができます
(例: 「(0.77942*100)-100」)。

	説明 - 取引に関する短い説明を入力します。

	新規価格 - 必要な場合は分割後の株式の新しい価格を入力します。

	通貨 - 取引を行う通貨が必要です。これは株式を購入する通貨と同じでなければいけません。



進むボタンをクリックします。
[image: 株式分割アシスタントステップ3の画面]株式分割アシスタントステップ3の画面 - 株式分割の詳細 



この例では「現金の分配」が無かったため、次画面はスキップします。
      
最後の「完了」画面では次の選択肢があります。戻る -
入力したデータを変更します。適用 - 入力したデータで株式分割を完了します。 
[image: 株式記録簿における適度に複雑な株式分割の例]株式数を減少させる株式分割取引の後の投資勘定科目:T記録簿の画面。 





5. COMBINING DOCUMENTS




      You may combine the Document
      with other documents released under this License, under the
      terms defined in section 4
      above for modified versions, provided that you include in the
      combination all of the Invariant
      Sections of all of the original documents, unmodified,
      and list them all as Invariant Sections of your combined work in
      its license notice.
    

      The combined work need only contain one copy of this License,
      and multiple identical Invariant
      Sections may be replaced with a single copy. If there are
      multiple Invariant Sections with the same name but different
      contents, make the title of each such section unique by adding
      at the end of it, in parentheses, the name of the original
      author or publisher of that section if known, or else a unique
      number. Make the same adjustment to the section titles in the
      list of Invariant Sections in the license notice of the combined
      work.
    

      In the combination, you must combine any sections entitled
      「History」 in the various original documents,
      forming one section entitled 「History」; likewise
      combine any sections entitled 「Acknowledgements」,
      and any sections entitled 「Dedications」.  You must
      delete all sections entitled 「Endorsements.」
    

支払処理



最終的に、仕入先請求書に対して支払いを行う必要があります。
支払いを行うためには、ビジネス → 仕入先 → 支払処理メニューを選択し、支払処理を行います。
支払処理の構成は次のようになります。
	支払情報 -仕入先 - 支払いを行う仕入先を入力します。
仕入先を新規作成ウィンドウで入力した仕入先の会社名を覚えている場合、この欄に入力を始めるとGnuCashは自動的に残りを補完します。
覚えていない場合は、選択...ボタンをクリックし、「検索と編集」で説明した仕入先を検索ウィンドウにアクセスします。
検索結果で探している仕入先をクリックしてハイライト表示し、次に選択ボタンを押します。

	支払情報 - 仕入先 - 支払いを行う仕入先を入力します。
仕入先請求書IDを覚えている場合、この欄に入力を始めるとGnuCashは自動的に残りを補完します。
覚えていない場合は、選択...ボタンをクリックし、「検索」で説明した仕入先を検索ウィンドウにアクセスします。
検索ウィンドウの検索結果で探している仕入先をクリックしてハイライト表示し、次に選択ボタンを押します。

	支払情報 - 日付 - 支払いを行う日付を入力します。通常は今日の日付です。

	支払情報 - 金額 - この支払いで資金移動を行う金額を入力します。 

	支払情報 - 番号 - 小切手番号を入力します。

	支払情報 - 摘要 - この支払いに関する摘要を入力します。

	記帳先 - この取引を記帳する買掛金勘定科目を入力します。

	資金移動勘定科目 - 支払いを行う元となる勘定科目 (例えば当座預金勘定科目) を入力します。



GnuCashの売掛金支払ウィンドウは次のようになります。
[image: 支払処理]支払処理ウィンドウ
	       




勘定科目のセットアップ



勘定科目のデフォルト通貨は編集 → 設定にある勘定科目タブで設定します(Mac
OS
Xの場合はGnuCash → 設定です)。
勘定科目構造を構築する時に多くの時間を節約するため、正しくこのパラメータを設定してください。
帳票 (貸借対照表や損益計算書など)を表示するためデフォルト通貨も同様に設定できます。
このオプションはGnuCash設定の帳票タブにあるデフォルトの帳票通貨です。
GnuCashを開始する時に両方のオプションを設定する必要があるかもしれません。例えば、すべての勘定科目はカナダ・ドルを使用する一方、生成する帳票はすべて米ドルを使用する場合です。この場合には、帳票に「選択された勘定科目には選択された期間のデータ/取引が含まれていないかすべて0です。」と表示されるかもしれません。
新規勘定科目を作成する時、商品を定義するオプションがあります。
通貨の勘定科目に関しては、通貨商品リストから単純に選択することでGnuCashによってサポートされる100以上の通貨のどれでも指定できます。
デフォルト通貨は常に設定で定義した通貨となることに注意してください。
よって、ほとんどの場合はユーロを使用し、臨時用にエチオピア・ブル勘定科目を持っているなら、設定をユーロにしてください。
例として、典型的な銀行預金口座をセットアップするシナリオを考えます。ほとんどは米ドルで運用しますが、ユーロ通貨を使用するヨーロッパの銀行預金口座を持っていて、加えて香港ドルを使用する香港の銀行預金口座も持っているとします。
それでは、3つの銀行勘定科目をセットアップします。米ドルを使用する一つ、ユーロ通貨を使用する一つ、および香港ドルを使用する一つです。
勘定科目構造はおそらく次のようになります。


-資産                         (USD)

   -流動資産                  (USD)

      -米国銀行               (USD)

      -ヨーロッパ銀行         (EUR)

      -香港銀行               (HKD)

-純資産                       (USD)

   -開始残高

      -USD                    (USD)

      -EUR                    (EUR)   

      -HKD                    (HKD)



注: それぞれの勘定科目の通貨は小括弧で表示しています。



この例では、ほとんど米ドルで運用するので、親勘定科目のすべてを米ドルに設定しています。
ほとんどユーロで運用するなら、当然、これらの親勘定科目の通貨をユーロに変更します。
勘定科目ツリーウィンドウに表示される合計は一般にそれぞれの特定の勘定科目の通貨に変換されます。
3つの銀行勘定科目を初期化するために、3つの開始残高純資産勘定科目をセットアップしていることに注意してください。
注記
単に一つの開始残高勘定科目をセットアップし、「異なる通貨」の勘定科目に対する両替として資金移動することもできます。
しかしながら、これはより高度なオプションのため、後の節 (「外貨建て資産の購入」) で説明します。

3つの銀行勘定科目にそれぞれ10,000米ドル、10,000ユーロ、および10,000香港ドルある状態で開始した例を次に示します。
親勘定科目の合計は、同じ通貨を利用する子勘定科目の合計額を示すだけであるのに注意してください。
後で、通貨間の為替レートを設定し、親勘定科目がすべての子勘定科目の換算値を計算するようにします。
この方法については後の節「為替の記録/更新(How-To)」を参照してください。
[image: 複数通貨の銀行勘定科目初期セットアップ]異なる通貨による3つの銀行預金勘定科目の初期セットアップ。 



「合計(帳票)」列が表示されているのに注意してください。
これは列の見出し行で設定します。下向き矢印を選択して、「合計(USD)」を選択してください。
利用者定義通貨



通常、通貨と言うと政府が発行した通貨のことを意味します(より厳密に言うとISO 4217国際標準で定義された通貨です)。
GnuCashでは通貨を利用者が作成することはできません。
非ISO通貨を追跡したい場合、2つの回避方法のうちニーズに合う方を使用してください。
例としてある企業グループで購入したときにロイヤリティーポイントとして付与される「リワードマイル」がどれくらいあるかを追跡したいとします。
リワードマイルを追跡するための勘定科目は資産:その他:リワードマイルとします。
最初の手法はリワードマイルという名前のFUNDタイプの新しい証券を定義することです。
これは非常に率直な方法です。リワードマイル勘定科目を作成する時に、勘定科目のタイプを株式または投資信託に設定し、証券/通貨欄の横にある選択...ボタンをクリックします。そして新規ボタンをクリックし、FUNDタイプの新しい証券を定義します。
これは、実際には株や投資信託勘定科目タイプを意味しませんが、GnuCashでこれを通常どのように扱うかを
(表記と異なりますが) 決めることができます。
欠点はリワードマイルが関係するあらゆる取引のために「価格」を入力しなければいけないということです。なぜならGnuCashがリワードマイルの貨幣価値を数値として表し、資産として扱う必要があるからです。
二つ目は「ダミー」通貨の一つとしてリワードマイルを追跡する方法です。
ダミー通貨には「XTS (検査用符号)」および「XXX (通貨無し)」があります。
これらの一つをリワードマイル勘定科目のために使用する場合、毎回の取引で価格を入力する必要がなく、勘定科目に取引を入力することができます。
すべての種類の量を追跡するためにこの2個のダミー通貨を使用することができます。–今年取得および使用したVacation
Dollars、取得および使用した休暇時間、健康保険福利の使用量と残存量などです。
想像力を十分働かせることによりGnuCashを財務だけでなく、あらゆる個人の数値を計るハブとして使用することができます。
この欠点は、ダミーの通貨をISO通貨に交換するための為替レートを定義できないということです。
それを行いたい場合は、最初の方法を使用してください。


まとめ



本章の前節で、GnuCashでの取引の動作に関する概念と仕組みを説明しました。
本節では、前章で作成した初期状態の勘定科目表にいくつかの開始残高を設定し、取引と予定取引を追加することによって、勘定科目表を拡張します。
GnuCashファイルを開く



最初に、保存した前のデータファイルgcashdata_3emptyAcctsを開き、直接gcashdata_4として保存します。
メインウィンドウは今このようになります。
[image: まとめにおける開始点]この画像が本節の開始点です。




開始残高



前に資産:当座預金勘定科目で説明したように、勘定科目の開始残高は、純資産:開始残高と呼ばれる特別な勘定科目に通常は割り当てます。
この勘定科目表で入力を開始するために、勘定科目に対して開始残高を設定することから始めます。
普通預金口座には1000ドルあり、クレジットカードに500ドルの未決済残高があると仮定します。
	資産:普通預金勘定科目記録簿を開きます。
メニューから表示を選択して、基本元帳スタイルであることを確認してください。
後で他のモードでの取引を見ますが、しかし当分はデフォルトである基本元帳スタイルを使用して基本的な取引を入力しましょう。

	資産:普通預金勘定科目記録簿ウィンドウから基本的な2勘定科目取引を入力し、純資産:開始残高から資金移動をして、開始残高を1000ドルに設定します。
基本的な取引は、元の勘定科目から先の勘定科目までへの資金移動であることを忘れないでください。
取引を記録します(Enterキーを押すか、または入力ボタンをクリックします)。

	資産:当座預金勘定科目記録簿ウィンドウから基本的な2勘定科目取引を入力し、純資産:開始残高から資金移動をして、開始残高を1000ドルに設定します。

	負債:Visa勘定科目記録簿ウィンドウから基本的な2勘定科目取引を入力し、純資産:開始残高から資金移動をして、開始残高を500ドルに設定します。
請求としてVisa勘定科目に500ドル入力することによってこれを行います(または開始残高勘定科目を減少させます)。なぜならそれは借りているお金だからです。
取引を記録します(Enterキーを押すか、または入力ボタンをクリックします)。



今、開始残高が設定された3つの勘定科目ができました。
資産:当座預金、資産:普通預金、負債:Visaです。
[image: 開始残高設定後の勘定科目記録簿]この画像が開始残高です。




取引を追加する例



これから1カ月の費用をシミュレートするために、さらに取引を追加します。
1カ月間で、電気料金に78ドル、電話料金に45ドルおよび家賃に350ドル費やすとします。
すべて小切手で支払います。
食費にも45.21ドル費やします。給料を670ドル受け取ります。また、今月のインターネット費用を支払います。
最後に、普通預金口座から当座預金口座まで100ドル振り替えます。
	費用:電気料金勘定科目記録簿を開き、今月の終わり(例:2006年3月28日)に、78ドルの電気料金の請求に対して支払いを行う単純な2勘定科目取引を入力します。
説明(例:電気料金)と小切手番号(例:102)を入力します。
資金移動勘定科目は資産:当座預金にします。

	資産:当座預金勘定科目記録簿を開き、今月の終わり(例:2006年3月28日)に45ドルの電話料金の請求に対して支払いを行う単純な2勘定科目取引を入力します。
説明(例:電話料金)と小切手番号(例:103)を入力します。
資金移動勘定科目は費用:電話料金にします。
貸方(費用勘定科目)または借方(資産勘定科目)のどちらからでも費用取引を入力できることを覚えてください。

	費用:家賃勘定科目記録簿を開き、今月の終わり(例:2006年3月28日)に350ドルの家賃を支払う単純な2勘定科目取引を入力します。
説明(例:4月分の家賃)と小切手番号(例:104)を入力します。
資金移動勘定科目は資産:当座預金にします。

	ツールバーの複製ボタンを使用してこの取引を複製します。
最初に、現在の家賃取引をクリックしします。そして複製アイコンをクリックします。
1カ月以上先の取引日付(例:2006年4月28日)を入力します。GnuCashでは現在の取引と将来の取引を分離するために青い罫線が使用されることを覚えてください。
このように、発生する前に取引を入力することができます。
家賃は予測できる将来にわたって一定であるので、家賃を支払うために予定取引をセットアップすることもできます。 
	まず、現在の家賃取引(4月28日)をクリックし、次に予定取引アイコンをクリックます。

	頻度のパターンを月に変更し、必要に応じて説明を変更し、OKを押します。




	普通預金口座から当座預金口座へ振り替えるためには、資産:普通預金勘定科目記録簿を開き、資金移動が資産:当座預金、金額が100ドルの新しい取引を追加します。日付は2006年3月6日にします。

	簡単な2勘定科目取引の別の例として、食料品を3月5日に45.21ドル分購入した取引を追加します。
資産:当座預金勘定科目で、資金移動に費用:食費を設定します。
勘定科目記録簿は以下のようになります:

	資産:当座預金勘定科目記録簿ウィンドウから給与取引を追加するために、新規取引の行をクリックして、スプリットをクリックします。
まず、一行目に日付(3月14日)とこの取引の説明(例:「Employers R Us」)を入力します。
下の「スプリット」行で、資産:当座預金への入金(例:670ドル)を入力します。
さまざまな税金の支払いを続けます(資産:当座預金(例:670ドル)、費用:税金:国税l(例:180ドル)、費用:税金:医療保険(例:90ドル)および費用:税金:社会保障(例:60ドル))。そして最後に、給与総額(例:1000ドル)を収益:給与から引き出す資金移動を行います。

	インターネット料金として、28日に20ドルを支払う必要もあります。



[image: すべての各種取引を入力した後の勘定科目記録簿]この画像が4章取引後の貸借残高です。




ファイルの保存



帳票の節に進む前にGnuCashデータファイル(gcashdata_4)を保存しましょう。

帳票



コンピューター画面で利用可能なデータを持っているだけは、あなたの会計士は幸福になりません。そのため、GnuCashには多くの高度にカスタマイズ可能な帳票があります。
キャッシュフロー帳票および取引出納帳を見てみましょう。
	最初に、3月分のキャッシュフロー帳票を見ましょう。
帳票 → 収益・費用 → キャッシュフローでキャッシュフロー帳票を選択します。
[image: 3月のキャッシュフロー帳票]この画像が4章取引の後のキャッシュフロー帳票です。



カスタマイズした帳票を得るためには、帳票を右クリックして、帳票オプションを選択します。
次に期間を設定し、帳票に出力したい勘定科目を指定します。

	今度は、当座預金勘定科目に関連する取引帳票を見ましょう。
帳票 → 取引出納帳で取引出納帳を選択します。
[image: 3月の当座預金勘定科目の取引出納帳]この画像は3月の当座預金勘定科目の取引出納帳です。 




	今度は、さまざまな費用勘定科目のみを表示する取引出納帳に変更しましょう。
[image: 3月の費用勘定科目の取引出納帳]この画像は3月のさまざまな費用勘定科目の取引出納帳です。 








付録A 移行ガイド




本付録は、現在、他の財務ソフトウエアパッケージを使用しているユーザーがGnuCashへ移行することを助けるためのものです。
他のソフトウエアパッケージに対するGnuCash勘定科目の割り当ての概念的な差異を扱います。
  
カテゴリに対する勘定科目の使用




他の個人向け財務プログラムに詳しい場合、既にカテゴリとして収益と費用を追跡するのに慣れているでしょう。
GnuCashは複式記帳法 (2.1節を参照) を使用するので、収益、費用は勘定科目で追跡します。
基本概念は同じですが、勘定科目構造は一般的な商慣行に従うように、より一貫しています。
よって、個人利用者だけでなくビジネス利用者も、GnuCashによって、個人の勘定科目と同様にビジネス勘定科目の動向を追跡することが簡単にできます。


収益と費用勘定科目はカテゴリと同じ情報を提供します。しかし、取引を入力する際には柔軟性がより高くなります。
GnuCashでは、収益と費用勘定科目記録簿を通して取引を直接入力するというオプションがあります。
カテゴリを使用する他のプログラムでは、カテゴリに対する「勘定科目記録簿」が無いので、この方法を使用することができません。


カテゴリで処理する方法により満足している場合、カテゴリで収益と費用勘定科目を処理するのと全く同じ方法をGnuCash内で使用することもできます。
Quicken®および類似のプログラムでは、取引には勘定科目とカテゴリを必要とします。
GnuCashで収益または費用勘定科目名を他のプログラムで通常入力しているカテゴリ名に置き換えれば、結果は同じになります。
取引の入力については4章を参照してください。



まとめ



注記
本節では本書を通して続くチュートリアルを始めます。
各章の最後に、その章で説明した概念を、一連の例を通じて指導するまとめがあります。
各まとめ節は前章で説明されているものから構築されます。簡単にアクセスするためにファイルを必ず保存してください。

では始めましょう!
	最初に、実データを保存するためのファイルを作成しましょう。
GnuCashを開いてメニューバーからファイル → ファイルを新規作成を選択してください。
新規勘定科目階層の作成アシスタントで、一度にいくつかの勘定科目を作成できます。
注記
初めてGnuCashを実行した場合は、デフォルトの値が見つかりません画面が表示されます。この詳細はGnuCashマニュアルに記述されています。

[image: 新規勘定科目階層のセットアップアシスタント]この画像が新規勘定科目階層のセットアップアシスタントの最初の画面です。



アシスタントの最初の画面はアシスタントが実行することに関する説明文です。進むボタンをクリックして次画面に進みます。

	2番目の画面では、新しい勘定科目で使用する通貨をドロップダウンリストから選択します。
そして進むボタンを押下します。
注記
ここで選択した通貨はこのアシスタントので作成されるすべての勘定科目に適用されます。

[image: 新規勘定科目階層のセットアップアシスタント - 通貨]この画像が通貨を選択するための新規勘定科目階層のセットアップアシスタントの2番目の画面です。




	3番目の画面ではカテゴリの共通勘定科目集を選択します。
そして進むために、進むボタンを押下します。 
注記
望むなら、ここではあらかじめ定義された勘定科目の集合を一つ以上選択できます。
勘定科目タイプの詳しい情報に関しては「GnuCash勘定科目」を参照してください。

[image: 新規勘定科目階層のセットアップアシスタント - 勘定科目の選択]この画像が勘定科目の種類を選択するための新規勘定科目階層のセットアップアシスタントの3番目の画面です。




	4番目の画面で、それぞれの勘定科目に開始残高を設定できます。加えて勘定科目がプレースホルダーであるかどうかも設定できます。
これらの機能に関しては次の章で説明するので、GnuCashによって構成されたままの状態にすべてを残したまま、アシスタントの最後の画面を開くために進むをクリックします。
[image: 新規勘定科目階層のセットアップアシスタント - 設定]この画像が開始残高を設定するための新規勘定科目階層のセットアップアシスタントの4番目の画面です。




	アシスタントの最後の画面では、すべての勘定科目を作成してアシスタントを終了するために適用をクリックします。
[image: 新規勘定科目階層のセットアップアシスタント - 終了]この画像が新規勘定科目階層のセットアップアシスタントの最後の画面です。




	メインウィンドウは今このようになります:
[image: テストファイルを表示するメインウィンドウ]

次に、テストデータを保存するためにファイルを作成します。
これは本書のチュートリアルを通して使用されるファイルです。
名前を付けて保存...ダイアログを開くために、ファイル → 名前を付けて保存...をクリックします
(または、キーボード上でShift+Ctrl+Sを入力します)。
データ形式としてXMLを選択、ファイル名をgcashdata_1とし、ファイルを保存するフォルダーを選択します。




データのバックアップとリカバリ



GnuCashは、データが無くならないのを確実にするためにいくつかの種類のファイルを作成します。次の拡張子があるファイルが存在します。一次データファイルと同じディレクトリにあるxac、log、LCK、およびLNKです。それぞれのファイルが何をするかを以下に説明します。

      $ ls 
      gcashdata
      gcashdata.20060414185747.xac
      gcashdata.20060414223248.log
      gcashdata.20060415114340.xac
      gcashdata.20060415154508.log
      gcashdata.20060415173322.xac
      gcashdata.20060415194251.log
      gcashdata.7f0982.12093.LNK
      gcashdata.LCK
    
バックアップファイル(.xac)



データファイルを保存したときは毎回、バックアップコピーが拡張子xacで保存されます。このバックアップファイル前のデータファイルの完全な複製です。そして、ファイル名の形式はバックアップのデータファイル、年、月、日、および時間を表します。例えば、ファイル名gcashdata.20060414185747.xacは、2006年4月14日午後6時57分47秒に保存されたgcashdataのバックアップコピーであることを示します。
古いバックアップファイルを復元するためには、単に戻りたい日時の.xacファイルを開いてください。必ず異なった名前でこのファイルを保存してください。通常のデータファイル名に.xac拡張子を使用してはいけません。

ログファイル(.log)



GnuCashのファイルを開くと毎回、.logファイルが.xacバックアップファイルと同じ名前の形式で作成・保存されます。開いているデータファイルへの変更を行うとき、ログファイルはそれらの変更だけを保存します。ログファイルはデータファイルのフルバックアップではありません。単に現在のGnuCashセッション中にデータファイルに行った変更を記録します。
停電またはシステム全体のクラッシュのためうっかりGnuCashを終了したとしても、このログファイルを使用することでGnuCashファイルを保存した最後の時以降の作業の大部分を回復することが可能です。方法は次のようになります。
	最後に保存しているGnuCashファイルを開きます。

	ファイル->インポート->GnuCashの.log fileをリプレイを選択し、今開いている保存済ファイルと同じ日時をもつログファイルを選択します。確実に正しい.logファイルを選んでください。さもなければ、勘定科目が大きく破壊されるかもしれません。



ログリプレイは最後の保存以降入力された残高に影響するどんな取引も回復します。予定取引とビジネス機能(得意先請求書、仕入先請求書など)から作成されたものを含んでいます。
注記
警告 : 予定取引、得意先請求書または仕入先請求書自体への変更は回復されません。回復された取引は、適切に関連付けられないかもしれません。したがって、再確認するべきです。特にビジネス取引ではいくつかを削除して作り直さなければならないかもしれません。そうしないと、貸借残高が正しくなったにもかかわらず帳票は正しくないかもしれません。


ロックファイル(.LNKと.LCK)



時折.LNKと.LCKファイルが現れるるのを見ることができます。これらはデータを全く保存しません。2人以上のユーザが同時に同じファイルを開くのを防ぐために作成されます。ファイルを開くと、他の誰もアクセスできないようロックするために、これらのファイルが自動的に作成されます。GnuCashセッションを閉じるか、または別のファイルを開くと、GnuCashは、LCKとLNKファイルを削除し、最初のデータファイルをアンロックします。
データファイルを開いている際にGnuCashがクラッシュすると、LCK、およびLNKファイルが削除されません。GnuCashで次に開こうとすると、ファイルがロックされているという警告メッセージが表示されます。ファイルを開くためにはいを選ぶのが安全です。しかし.LNKと.LCKファイルを削除するべきです。(端末ウィンドウまたはファイルマネージャを使用してください。)ファイルがいったん削除されると、GnuCashがクラッシュしない限り、再び警告メッセージは表示されません。

ファイル管理



どのファイルを取っておくべきでしょうか? もちろん主データファイルを取っておいてください。自動的に付けられた拡張子を持っていないデータファイルです。最近の.xacファイルをいくつか取っておくのは名案です。.logファイルはデータの完全なコピーではないので安全に削除することができます。また、GnuCashを閉じた後に.LCKと.LNKファイルがある場合はこれらも削除するべきです。手動で別のディスクにデータファイルをバックアップすると決めるなら主データファイルだけをバックアップする必要があります。.xacファイルは必要ありません。
注記
GnuCashは自動的に30日間より古い全ての.xac、.log ファイルを削除します。GnuCash設定においてこの動作を変えることができます。



仕入先



仕入先は、あなたが商品またはサービスを購入する会社または個人です。
買掛金システムの中に仕入先を登録しなければいけません。
新規作成



新規の仕入先を登録するためにはメニューバーからビジネス → 仕入先 → 仕入先を新規作成を選択します。
会社名、住所、電話番号、FAX番号などの仕入先情報を入力します。
それ以外の項目一覧を次に示します。 
	識別情報 - 仕入先番号 - この仕入先について照会する時の番号です。
空白の状態にしておくと、数が自動的に選ばれます。

	識別情報-アクティブ-アクティブな仕入先とアクティブでない仕入先を区別します。
昔のアクティブでない仕入先が多くあり、アクティブであるとマークされたものだけを知りたい時に有効です。

	支払先住所 - 名前 - 支払いを行うことになっている個人の連絡名です。

	備考 - 仕入先に関する追加コメントを記録します。
例えば、仕入先の会社の中で連絡先となっている人々の名前を追跡するために使用します。

	支払情報 - 通貨 - 支払いのデフォルト通貨を指定します。

	支払情報 - 支払条件 - この仕入先のデフォルト支払条件を指定します。
ビジネス → 支払条件エディターを使用して、支払条件を前もって登録しなければいけません。

	支払情報 - 税込 - 税金が仕入先からの請求に含まれているかどうかを指定します。
はい、いいえ、全体の設定を使用のいずれかを選択できます。
          
	はいは税金が仕入先請求書の金額に既に含まれていることを意味します。

	いいえは、税金が含まれていないことを意味します。

	全体の設定を使用は編集 → 設定(Mac OS
Xの場合はGnuCash → 設定)
を通じてアクセス可能な全体の設定を使用します。




	支払情報-税額表 - 仕入先請求書の商品に適用するデフォルト税額表を指定します。
ビジネス → 税額表エディターメニュー項目から税額表を登録しなければいけません。



仕入先を新規作成ウィンドウは次のようになります。
[image: 仕入先を新規作成ウィンドウ]仕入先を新規作成ウィンドウ
	       




検索と編集



既存の仕入先を検索するためには、ビジネス → 仕入先 → 仕入先を検索ウィンドウを使用します。
検索結果から仕入先を選択し、仕入先を表示/編集するを選択します。
このウィンドウは、仕入先請求書を入力して支払処理をする時に、仕入先を探すためにも使用します。
[image: 仕入先を検索ウィンドウ]仕入先を検索ウィンドウ
	       



多くの仕入先が入力した検索条件に一致した場合、現在の結果の中で絞り込み検索を実行することによって検索結果を絞り込むことができます。
現在の検索結果を絞り込むラジオボタンが選択されている場合、現在の検索結果の中で検索されます。
GnuCashでは実際には最初の検索を実行した後にこのオプションを選択できるようになります。
探している仕入先が指定した検索条件に一致しない場合、検索条件を変更し、新規検索ラジオボタンをクリックしてから、検索ボタンをクリックします。
適切な手順は新規検索を選択することです。
仕入先が元の検索の結果に無く、この検索結果を絞り込むだけであった場合、新しい検索条件にかかわらず仕入先を見つけることができません。
注記
すべての登録しているアクティブな仕入先のリストに戻ってくるには、検索条件に正規表現に一致するを選択し、単一のドット「.」をテキスト欄に入力します。
アクティブなデータのみを検索がチェックされていることを確認してから、検索をクリックしてください。
正規表現「.」は、何にでも一致することを意味します。



まとめ



本章で学んだ情報を使用して一般的な個人の資産運用勘定科目表を作成する手順に進みましょう。
勘定科目表は、財務を追跡するために勘定科目をグループ化するための単なる新規GnuCashファイルです。
勘定科目表を作成する時の最初の作業は、追跡したい項目を会計の基本勘定科目タイプに分割することです。
これは極めて単純です。例にいきましょう。
単純な例



銀行に当座預金口座と普通預金口座を持っていて、職に就いていて、給与を受け取ると仮定しましょう。
クレジットカード(Visa)を持っていて、家賃、電話および電気の使用料を毎月支払います。
当然、食料品も買う必要があります。
今は、銀行にどのくらいお金があるか、クレジットカードでどれくらい借りているかなどは気にかけないことにします。
この勘定科目表のためのフレームワークを簡単に作成したいと思います。
資産は銀行の普通預金と当座預金です。
負債はクレジットカードです。
純資産は銀行口座とクレジットカードの初期値(まだ金額を決めていませんが、存在することは知っています)です。
給与の形式で収益があり、食費、家賃、電気代、電話代、および給与に掛かる税金(国税、社会保障、医療保険)の形式で費用があります。

基本最上位勘定科目



今、これらの勘定科目をどのようにグループ化したいか決めなければなりません。
たぶん、資産を一緒にグループ化し、負債を一緒にグループ化し、純資産を一緒にグループ化し、収益を一緒にグループ化し、費用を一緒にグループ化したいと思うでしょう。
これはGnuCash勘定科目表を作成する最も一般的な方法です。そして、いつもこのように開始することを、強くお勧めします。
メニューからファイル → ファイルを新規作成を選択し、まっさらなGnuCashファイルより開始します。
新規勘定科目階層のセットアップアシスタントが開始します。
あらかじめ定義された勘定科目構造を使用したくない場合はアシスタントを閉じるためにキャンセルを押してください。そのかわり、一から基本的な開始勘定項目構造を構築する必要があります。
空のGnuCashウィンドウで表示 → 勘定科目ページを新規作成を選択してください。すると、勘定科目タブが開きます。
最後にアクション → 勘定科目を新規作成...を選択してください。
これで基本的な開始勘定科目構造を作成する準備ができます。
	勘定科目名資産(勘定科目タイプ資産、親勘定科目新規最上位勘定科目)
[image: 資産勘定科目の作成]この画像が資産勘定科目を作成するダイアログです。




	勘定科目名負債(勘定科目タイプ負債、親勘定科目新規最上位勘定科目)

	勘定科目名純資産(勘定科目タイプ純資産、親勘定科目新規最上位勘定科目)

	勘定科目名収益(勘定科目タイプ収益、親勘定科目新規最上位勘定科目)

	勘定科目名費用(勘定科目タイプ費用、親勘定科目新規最上位勘定科目)



最上位勘定科目を作成した時、GnuCashのメイン勘定科目ページは次のようになります。
[image: 基本最上位勘定科目]この画像が基本最上位勘定科目です。




子勘定科目の作成



今、現実の取引を保持するいくつかの子勘定科目をこの基本的な最上位ツリー構造に加えます。
税金に関係する勘定科目が税金という子勘定科目の中に配置されるのに注意してください。
子勘定科目の中に子勘定科目を作ることができます。
通常は(この例における税金勘定科目のように)関連した勘定科目のグループ化を行います。
ティップ
メニューからアクション → 勘定科目を新規作成...を選択する代わりに、主勘定科目名を右クリックして、勘定科目を新規作成...項目を選択することによって、その勘定科目に新しい子勘定科目を作成することができます。
この場合は新規勘定科目が親勘定科目の子となるように既に設定されている「基本最上位勘定科目」とほぼ同じダイアログが開きます。

	勘定科目名当座預金(勘定科目タイプ銀行、親勘定科目資産)

	勘定科目名普通預金(勘定科目タイプ銀行、親勘定科目資産)

	勘定科目名Visa(勘定科目タイプクレジットカード、親勘定科目負債)

	勘定科目名給与(勘定科目タイプ収益、親勘定科目収益)

	勘定科目名電話料金(勘定科目タイプ費用、親勘定科目費用)

	勘定科目名電気料金(勘定科目タイプ費用、親勘定科目費用)

	勘定科目名家賃(勘定科目タイプ費用、親勘定科目費用)

	勘定科目名食費(勘定科目タイプ費用、親勘定科目費用)

	勘定科目名税金(勘定科目タイプ費用、親勘定科目費用)

	勘定科目名国税(勘定科目タイプ費用、親勘定科目費用:税金)

	勘定科目名社会保障(勘定科目タイプ費用、親勘定科目費用:税金)

	勘定科目名医療保険(勘定科目タイプ費用、親勘定科目費用:税金)

	勘定科目名開始残高(勘定科目タイプ純資産、親勘定科目純資産)



これら追加の子勘定科目を作成した後の最終結果は次のようになります。
[image: 基本勘定科目表]この画像が単純な勘定科目表です。



後の章でそれらを使用し続けるので、gcashdata_3およびgcashdata_3emptyAcctsという名前で勘定科目表を保存します。
今、単純な世帯の家計を追跡するための勘定科目表を作成しました。
この基本的なフレームワークができあがったので、今、取引で勘定科目を使用し始めることができます。
次の章ではさらに詳細な内容を説明します。


投資ポートフォリオのセットアップ



前節では勘定科目階層を作成しました。本節では、投資ポートフォリオに合わせてどのように勘定科目を作成し、利用するかを説明します。
ポートフォリオをここで初期セットアップした後に、GnuCashを使用する前に購入した株式数を入力します。
既存の株式数を入力する場合は後にある既存株式の入力節の手順に従ってください。
株式をちょうど購入したところなら、後の新規株式の購入 節を参照してください。
株式と投資信託のための勘定科目のセットアップ



本節では、株式と投資信託勘定科目をGnuCashに加える方法を説明します。
本節では、前節で導入した基本勘定科目の設定を使用していると仮定します。しかし、原則はどのような勘定科目階層にも適用できます。
最上位資産勘定科目からいくつか下の階層に、株式という名前の勘定科目を作成するべきです。
新規勘定科目を作成する深さまでツリーが開かれるように、勘定科目名の横にある「右を向いている三角形」印をクリックして勘定科目ツリーを開いてください。
株式勘定科目の下に、すべての保有株式に対する子勘定科目 (株式タイプ) を作成する必要があります。
すべての株式を個別の勘定科目にします。
これらの株式勘定科目の名前には通常は銘柄記号・略号を使用します。勘定科目名があなたや他のユーザーにとってはっきり分かるようするためです。
例えば、所有しているAmazon、IBM、およびNSTAR株式の勘定科目はそれぞれAMZN、
IBMおよびNSTとします。
配置の概要のモデル(資産子勘定科目のみ)を次に示します。


 資産

    投資

       証券口座

          債券

          投資信託

          マーケット指標

          株式

             AMZN

             IBM

             NST



注記
株式または投資信託単位で収益 (配当/利子/資本利得) を追跡したい場合、所有している配当または利子が付く株式ごとに、収益:
配当:株式名、収益:
資本利得(長期):株式名、収益:資本利得(短期):株式名および収益:利子:株式名勘定科目をそれぞれ作成する必要があります。


株式勘定科目の例



例として、現在Amazon株を100株所有していると仮定しましょう。
最初に、株式勘定科目を選択し、メニューバーでアクション+勘定科目を新規作成...をクリックして、株式勘定科目AMZNを作成します。
新規勘定科目ダイアログが現れるので、新規の株式勘定科目をセットアップするために、次の手順を行います。
[image: 新規勘定科目ウィンドウ]新規勘定科目ウィンドウ 



	勘定科目名 - 通常は銘柄記号・略号を使用します。この例では「AMZN」です。

	勘定科目コード -
オプション欄です。CUSIP、証券コード、新聞で表示されるコード、投資信託系列IDまたは自身で選択したコードを使用します。

	説明 - 商品/株式の詳細を説明するためのオプション欄です。
この欄はデフォルトで勘定科目タブツリーに表示されることに注意してください。

	勘定科目タイプ - 左下のリストから作成する勘定科目のタイプを選択します。

	親勘定科目 - 新規勘定科目の親勘定科目を右側から選択してください。
必要なら、勘定科目のリストを展開してください。

	新規証券の作成 - 新規の株式を使用するためには、新規商品として株式を作成しなければいけません。
	証券/通貨の選択 -
証券/通貨欄の横にある選択...ボタンをクリックします。
商品をデフォルト (デフォルトの通貨) から特定の証券に変更しなければいけません。
これにより証券を選択ダイアログが表示されます。

	タイプ -
現在の値から証券/商品が取引される取引所へタイプを変更します (この例ではNASDAQです)。
証券を新規作成ウィンドウを開くために新規ボタンを選択します。
[image: 証券を新規作成ウィンドウ]証券を新規作成ウィンドウ 




	証券を新規作成 -
新規ボタンをクリックし、この株式のための適切な情報を、証券を新規作成ウィンドウで入力します。
	フルネーム: 「Amazon.com Inc.」です。

	記号/略号: 「AMZN」です。
記号/略号は、このフォームの数行下にある相場表情報源から気配値を取得するために使用される株式記号です。
異なった相場情報源では、同じ株式に対し異なった記号が利用されることに注意します。例としてEricssonはストックホルム取引所ではERIC-Bですが、Yahoo!ではERRICB.STです。

	タイプ :既に「NASDAQ」になっているはずです。

	ISIN、証券コードまたはその他のコード: 他のコード番号またはテキストを入力する欄です
(この例で空白にします)。

	取引単位の小数部は最小取引単位に調整します。通常は1/100または1/10000です。

	相場情報源を定義してオンラインで価格を更新するためには、「オンライン相場表を取得」チェックボックス、相場情報源およびタイムゾーンを選択してください。

「相場自動修正のための設定」を参照してください。
 オンライン相場表を取得ボタンが灰色で選択できない場合は、相場情報を取得できないか、Finance::Quoteパッケージがインストールされていません。

「Finance::Quoteのインストール」を参照してください。
完成するとこのウィンドウは次のようになります。 
[image: 証券を新規作成ウィンドウ]証券を新規作成ウィンドウ 




	証券の保存 -
この新規証券を保存するためにOKボタンをクリックします。これで、証券を新規作成ウィンドウが閉じ、新規勘定科目ウィンドウへ戻ります。







	証券の選択 -
証券/通貨プルダウンメニューで新規に作成した証券が利用可能になっているはずです。
証券を選択(おそらく既に選択されているでしょう)して、OKをクリックします。

	取引単位の小数部 - 取引される証券/商品の最小の小数部を指定します。

	備考 - この証券/商品に関する備考を入力します

	税金関連 -
この勘定科目の取引が課税対象の場合は、チェックボックスにチェックを入れるためにメニューバーから編集 → 税金帳票オプションを選択し、税金情報の設定を行ってください。

	プレースホルダー -
この勘定科目が「プレースホルダー」であれば選択してください。これは取引を全く含まないことを意味します。

	完成 -
これで今、自動的に記号/略号に「AMZN(Amazon.com
Inc.)」が設定された状態の新規勘定科目ダイアログに戻って来るはずです。
この新規株式勘定科目を保存するためにOKをクリックします。



これでAmazon株式勘定科目が作成されました。メイン勘定科目は次のようになります
(ここには普通預金勘定科目および純資産勘定科目などいくつかの追加の勘定科目があります)。
[image: 現在のポートフォリオのセットアップ]この画像は最初の株式勘定科目 (AMZN) を作成した後の画面です。



このAMZN株式勘定科目の勘定科目記録簿ウィンドウを開きます (ダブルクリックしてください)。
これにより商品画面を参照できます。
売買した単位数 (株式または投資信託の持分)、取引単位あたりの正味価格および総額を含むこの商品に関して行われた取引の概要が分かります。
明らかなことですが、AMZN株式をまだ売買していませんので、記録簿には取引は全く含まれていません。


第1章 概要



序論



GnuCashはあなたのために作られた個人向け財務ソフトウエアパッケージです。
それは単純なものから非常に複雑なものまであなたのすべての財務情報の動向をおさえるほど多目的に使えます。
それは世界全体にわたる通貨をサポートする数少ない財務ソフトウエアパッケージの一つです。そして、この種の唯一のオープンソースプログラムです。
さらに良いことに、GnuCashは学ぶのも使用するのも簡単です!
では、GnuCashで何ができるのでしょうか?
好みに合わせて詳細に個人の財務状況の動向をおさえることができます。
手始めに、GnuCashを使用して小切手帳の動向をおさえるのが良いでしょう。
そして、お金を何に費やしているかをよりはっきりさせるためにクレジットカードでの買い物および現金を追跡すると決めるでしょう。
投資を始める時、GnuCashを利用してポートフォリオを観察するすることができます。
車や家を購入しますか?
GnuCashを使って投資計画やローン支払いの追跡をすることができます。
財務活動が地球規模に及んでいるなら、GnuCashはあなたが必要とする、すべての複数通貨のサポートを提供します。
[image: GnuCash勘定科目表 - ティーザー広告]この画像は複数の通貨および投資に関する勘定科目表を表示します。



GnuCashは個人の資産運用に適していますが、ビジネスで利用するにも十分強力です。
統合された売掛金・買掛金システムから税率表作成まで多くのビジネス機能があります。
これらと他の多くのビジネス機能が、驚くほど強力で使いやすいのが分かるでしょう。


株式価格の設定



株式などの商品の評価額は明示的に設定しなければいけません。
株式勘定科目では所有している株式の数量を追跡しますが、株式の評価額については価格エディターに保存します。
価格エディターに設定する評価額は、手動または自動で更新します。
最初の価格エディターセットアップ



株式の評価額を追跡するために価格エディターを使用する場合、最初に株式を追加しなければいけません。
そのためには、価格エディター
(ツール → 価格エディター)
を開き、追加ボタンをクリックします。
初めて商品/株式を入力する時には、下端のコントロールボタンを除いて、このウィンドウは空欄になっています。
価格エディターに追加する適切な商品を選択します。
ここでは、手動で商品の価格を入力します。
新規の商品ウィンドウには5つの欄があります。
	商品 -
商品の名前です。選択...ボタンの一覧から選ばなければいけません。

	通貨 - 価格を表すための通貨です。

	日付 - 価格が有効となる日付です。

	タイプ - 買気配値
(市場買値)、売気配値 (市場売値)、終値
(最終取引価格)、基準価格 (NAV、1持分あたりの投資信託価格)
または不明うちの一つを選択します。
通常、株式と通貨は買気配値、売気配値、終値のいずれかの相場とします。
通常、投資信託は基準価格とします。
他の商品に関しては、単に不明を選択します。
このオプションは情報の目的だけのためのものであり、GnuCashによって使用されません。

	価格 - この商品の1取引単位あたりの価格です。



例として、AMZN株の最初の評価額を1株40.50ドルとして価格エディターに加えます。
[image: 価格エディター]AMZN株の最初の評価額を1株40.50ドルとして価格エディターに追加



入力が終わったらOKをクリックします。
いったんこの商品の初期設定を価格エディターに入力すると、他の勘定科目に同じ商品を使用しても、再び設定する必要はありません。

手動での株式価格の設定



商品 (株式)
の評価額を変更する場合、価格エディターで入力することで評価額を調整します。商品を選択し、編集をクリックして、新規価格を入力します。
[image: 価格エディター]すべての既存の商品リストを表示している価格エディターメインウィンドウ。




相場自動修正のための設定



商品が2種類以上あった場合、絶えずそれらの価格を更新しなければならないのは大変です。
GnuCashには、インターネットを使用して自動的に商品の最新価格をダウンロードする機能があります。
これはPerlモジュールFinance::Quoteを使用して行います。この機能を動作させるためにはFinance::Quoteをインストールしなければいけません。
PerlモジュールFinance::Quoteが既にシステム上にインストールされるかどうかを調べるには端末のウィンドウでperldoc
Finance::Quoteと入力し、ドキュメント利用可能かどうかを調べます。
ドキュメントが見つかったら、モジュールはインストールされています。ドキュメントが見つからなかったらインストールされていません。
Finance::Quoteのインストール



Microsoft Windowsの場合:
	
	GnuCashを終了します。

	ActivePerlをインストールする必要があります。
            

	「スタート」メニューのGnuCashから、オンライン相場表取得ツールをインストールを実行してください。




        
Mac OS Xの場合:
XCodeがインストールされている必要があります。
XCodeはOS XディストリビューションDVDのオプション項目です。
GnuCash dmg 内にあるUpdate
Finance Quoteを実行してください。
dmgまたはGnuCashをコピーしたのと同じフォルダーにコピーされたものから実行できます。
これにより端末ウィンドウが開きスクリプトが実行されます。多くの入力が求められます。
何を行っているのか分からない場合はデフォルトのまま受け付けます。
Linuxの場合: 
	
	最初に実行しているすべてのGnuCashアプリケーションを終了します。

	gnc-fq-updateを検索することによってGnuCashがインストールされているディレクトリを見つけます。

	そのディレクトリに移動して、root シェルを開きます。

	コマンドgnc-fq-updateを実行します。





	これはPerl
CPAN更新セッションを起動してインターネットに接続し、Finance::Quoteモジュールをシステムにインストールします。
gnc-fq-updateプログラムは対話型です。しかしながら、ほとんどのシステムで、最初の質問「Are
you ready for manual configuration?[yes](日本語訳: 手動で構成を行いますか?
[yes])」に「no」と答えると、アップデートはそこから自動的に継続されます。
インストールが完了した後に、同じディレクトリで、GnuCashと共に配布されているgnc-fq-dumpテストプログラムを実行して、Finance::Quoteが正常にインストールされ、動作するのを確認します。
注記
これらの手順のどれかを実行してうまくいかない、ヘルプを求めてGnuCash利用者メーリングリスト(<gnucash-user@gnucash.org>)に電子メールを出すか、irc.gnome.orgの上のGnuCash
IRCチャンネルに来てください。
この手順を省いて、手動で株価を更新することもできます。


オンライン相場表のための証券の設定



Finance::Quoteがインストールされ、正しく機能したら、自動的に更新後の価格情報を得るこの機能を使用するためにGnuCashの証券を設定しなければいけません。
新規の証券を作成するか、または既にセットアップである証券を変更するかにかかわらず、ツール → 証券エディターを選択し、証券を編集して、オンライン相場表を取得にチェックを入れます。
これで、相場表情報源のタイプのラジオボタン、相場表情報源の出所を指定するプルダウンメニュー、および相場表のためのタイムゾーンプルダウンメニューを変更できます。
編集が完成したら、価格エディターに戻って来るために証券エディターで閉じるをクリックします。そしてインターネットから株価を取得するために相場表を取得ボタンをクリックします。
コマンド gnucash --add-price-quotes $HOME/gnucash-filename
は、株式の現在の価格を取得するのに使用されます。
ファイルで指定された$HOME/gnucash-filenameはデータファイルの名前と場所によります。
これはGnuCashウィンドウのトップフレームで「-」の前に表示された名前で決定します。
ファイルメニューの中にある1という数字が付いた名前の項目が現在開いているファイルです。
これは、crontabエントリを作成することによって、自動化できます。
例えば毎週金曜日の晩(16:00)にファイルを更新するために、関連取引市場が閉じた後に(タイムゾーンに従って時間を変更してください)個人用crontabに次の項目を加えます。
0 16 * * 5 gnucash --add-price-quotes $HOME/gnucash-filename > /dev/null
2>&1
投資信託の「価格」が本当に「基準価格」であることを忘れないでください。取引所が閉じた後に使用可能となるまでに数時間を必要とします。
今日の基準価格が決定する前に基準価格をダウンロードすると、昨日の基準価格を取得します。


株価の表示



デフォルトでは、メイン勘定科目ウィンドウは含まれているそれぞれの商品の数量を合計欄に表示します。
株式の場合では、この商品の数量は株式数です。
しかしながら、何らかの通貨単位で表された株式の評価額を確認したくなることがしばしばあります。
これは、メインウィンドウで、勘定科目タブを選択し、列見出しオプションボタン
(メイン勘定科目ウィンドウの右側にある小さな矢印)
をクリックし、勘定科目の合計を表示するための「合計(USD)」オプションを選択することによって、容易に実現できます。
メインウィンドウに合計(USD)という見出しで帳票通貨の全商品の評価額を表す新規の列が加わります。
[image: 株価の表示]メインウィンドウで株式商品の評価額合計を帳票オプションの通貨使用して表示しています。




株価帳票の「価格の情報源」の選択



ほとんどのGnuCash資産帳票には多くのパラメータを設定、変更するオプションがあります。
帳票タブを選択した後に、メニューバーにあるオプションアイコンをクリックするか、または編集 → 帳票オプションを選択すると、オプションウィンドウが表示されます。
表示されるウィンドウの全般タブには帳票のためのさまざまなパラメータが含まれます。
これらの一つに「価格の情報源」があります。帳票の株価を決定するための3つ選択肢があります。
注記
次の画像は資産・負債サブメニューにある平均残高帳票のカスタマイズ画面です。

[image: 帳票の価格の情報源の決定]帳票の株式商品の評価額は価格の情報源オプションを設定することにより決定します。



	加重平均 - すべての取引の加重平均価格のグラフを表示します。
価格エディターで定義された証券価格は使用しません。

	最も最近 -
価格エディターで利用可能な最新の単一価格に基づいて株式評価額を表示します。
株式の取引を行ったときの価格は考慮されません。

	時間的に最も近い - 価格エディターから利用可能な価格のみに基づいたグラフになります。
各目盛りと点における株式評価額は価格エディターで最も近い利用可能な価格に基づいて計算されます。



[image: 時間的に最も近い価格の情報源に基づいた資産の棒グラフ帳票]株式取引での株式の評価額の追跡。





利付き勘定科目



固定または変動利率の投資は、利用可能な投資の中で最も簡単かつ一般的な形式の一つです。
利付き投資には銀行預金口座、定期預金および元本から利子を受け取る他のいかなる種類の投資も含まれます。
本節ではGnuCashでこの種類の投資を扱う方法を説明します。
勘定科目のセットアップ



利付き投資を購入する時は、投資の購入を記録する資産勘定科目、利子からの収益を記録する収益勘定科目、および銀行手数料を記録する費用勘定科目を作成しなければいけません。
次は、銀行の利付き普通預金勘定科目と定期預金勘定科目の配置例です。


資産

   ABC銀行

      定期預金

      普通預金

費用

   ABC銀行

      手数料

収益

   ABC銀行

      利子



いつものように、この勘定科目階層は例のための単純なものです。実態と最も良く一致した配置の勘定科目を作成してください。

例



では、実際の金額をこれらの勘定科目に入力しましょう。
1%の利子が付く普通預金口座に10,000ドル預けている状態で始めます。そして、6カ月満期、利率2%の定期預金に5,000ドル預け替えます。
明らかに、普通預金より定期預金にお金を預けた方がずっと良いです。
最初の預け替え後、勘定科目は次のようになります。
[image: 関心がある投資のセットアップ]この画像は定期預金勘定科目を新規作成し、投資した後の勘定科目記録簿です。 



そして、次の6カ月間、銀行口座の活動について説明する銀行計算書を毎月受け取ります。
この作成例では、お金が銀行にある状態で何もしません。よって活動は利子収益と銀行手数料だけです。
毎月の銀行手数料は2ドルです。
6カ月後、定期預金記録簿ウィンドウは次のようになります。
[image: 関心がある投資のセットアップ]この画像は6カ月後の定期預金勘定科目記録簿です。 



そして、これがメインGnuCashウィンドウです。
[image: 関心がある投資のセットアップ]この画像は6カ月後の勘定科目です。
          



この投資が6カ月間でどうなったかの要約が、前にあるGnuCashメイン勘定科目ウィンドウ画面で良く分かります。
定期預金の利率は普通預金の利率の2倍です。定期預金のリターンは50.21ドルです。それに対して普通預金のリターンは13.03ドルで、おおよそ4倍になっています。
なぜでしょう?
普通預金に課される、やっかいな2ドルの銀行手数料のためです (6カ月で12ドルにのぼりました)。
この6カ月の期間後に定期預金は満期になりました。これは、中途解約違約金無しで払い戻しを受けられることを意味します。
これにより、定期預金勘定科目から普通預金勘定科目へ単純に5050.21ドル資金移動することができます。


まとめ(例)



このまとめでは、今までこのガイドで学んだことのかなり多の方法を使用します。多数の異なる通貨を利用する複雑な方法です。
基本的なシナリオ



以下は基本的なシナリオです。
	オーストラリアに住んでいて、デフォルト通貨としてオーストラリア・ドル (AUD) を使用します。

	財産を相続し、また宝くじに当選します。

	住宅ローンを支払います。

	株式 (Ericsson B-Fria) をスウェーデン・クローナ (SEK) を使用して購入します。

	株式 (北京空港) を香港ドル (HKD) を使用して購入します。

	株式 (Amazon) をU.S.ドル (USD) を使用して購入します。

	友人 (ピーター) にいくらかユーロを貸し付けます。

	日本の銀行からいくらかお金を借ります。

	ニュージーランドで住宅を購入します。

	オーストラリアでクレジットカードを使用します。

	費用を最大限管理したいと考えています。



注記
繰り返しますが、これらの例は有効で正確なアドバイスと考えてはいけません。これらはGnuCashにおいて使用するテクニックのための例であると単にみなさなければなりません。どんな投資アドバイスとみなしてはいけません。国際投資/ローンに関する詳細情報は適切な財務顧問に相談してください。


勘定科目の設定



今回は、新規のGnuCashデータファイルを使って開始しましょう。したがって、ファイル->新規作成を行い、設定 (編集->設定) でデフォルト通貨をオーストラリア・ドル (AUD) にします。様々な費用と収益を可能な限り追跡可能にすると決めたので、以下の勘定科目階層を使用します。


資産:流動資産:普通預金         (AUD)

      



開始残高



ある朝に郵便物を開封し、たまたま大金持ちになった非常に遠い親類の最後の生存している親類であることを知り、非常に驚きました。そして50万オーストラリア・ドル、よりお金持ちになりました。もっとも、それが最後ではありませんでした。別の郵便で宝くじに当選したと知り、25万オーストラリア・ドルを手に入れました。
これらの取引を記録するためには、以下の勘定科目が必要です。


純資産:宝くじ          (AUD)

純資産:相続            (AUD)      

      

資産:流動資産:普通預金勘定科目に入力する取引はこのようになります。
表10.3 追加の収入
	勘定科目	増加	減少
	収益:宝くじ	$250,000	 
	収益:相続	$500,000	 




上記取引を入力した後の勘定科目表はこのようになります。
[image: 勘定科目表]お金を受け取った後の勘定科目表




住宅の購入



ついに、数年前に (5万ドルの頭金で) 取得した住宅ローンを支払う余裕が出来ました。


資産:固定資産:住宅                     (AUD) $300,000

負債:ローン:住宅ローン                 (AUD) $250,000

費用:利子:住宅ローン利子               (AUD)

純資産:開始残高                        (AUD) $50,000

      

住宅ローンの銀行との少し相談した後に、いくらかの利子を加えて (3万オーストラリア・ドル)、一括繰り上げ返済を行うことに合意しました。資産:固定資産:住宅勘定科目に以下のスプリット取引を入力しなければなりません。
表10.4 住宅ローンの支払い
	勘定科目	増加	減少
	資産:流動資産:普通預金	 	280000
	費用:利子:住宅ローン利子	30000	 
	負債:ローン:住宅ローン	250000	 




取引入力後の負債:ローン:住宅ローン取引元帳はこのようになります。
[image: 住宅ローン]
            住宅ローンの取引元帳
          




株式購入



本当に突然、多くのお金を銀行預金口座に持つことになったので、財務顧問を訪問すると決めます。そして、彼の勧告の後 (これは作り事であることを忘れないでください。本当の株式購入アドバイスではありません)、電気通信 (スウェーデンのエリクソン)、北京空港 (香港)、およびAmazon (米国)を購入すると決めます。
これらの投資を追跡する必要な勘定科目はこのようになります。


資産:投資:スウェーデン証券会社:ERIC.ST                 (STOCK ERIC.ST Yahoo)

資産:投資:スウェーデン証券会社:現金                    (SEK)

資産:投資:香港証券会社:0694.HK                         (STOCK 0694.HK Yahoo)

資産:投資:香港証券会社:現金                            (HKD)

資産:投資:米国証券会社:AMZN                            (STOCK AMZN Nasdaq)

資産:投資:米国証券会社:現金                            (USD)

費用:投資:手数料:スウェーデン証券会社:ERIC.ST          (SEK)

費用:投資:手数料:香港証券会社:0694.HK                  (HKD)

費用:投資:手数料:米国証券会社:AMZN                     (USD)

費用:投資:両替手数料                                (AUD)



10万ドルを各株式に投資すると決めます。これを行うために、最初に、株式に関連した各現金勘定科目に通貨取引を行います。
資産:流動資産:普通預金勘定科目に入力する取引はこのようになります。
表10.5 複数通貨による海外への通貨両替を行うスプリット取引
	勘定科目	入金	出金	為替レート	取引手数料
	資産:投資:スウェーデン証券会社:現金	100000	 	5.5869	35
	資産:投資:香港証券会社:現金	100000	 	5.8869	30
	資産:投資:米国証券会社:現金	100000	 	0.7593	25




現在、各証券会社にはいくらかの現金があります。ある一定の金額の株式を購入するように各証券会社に頼みます。株式に関連する現金勘定科目から取引を実行するのを忘れないでください。為替レートウィンドウが表示されない場合は行を右クリックして手動で行います。最後の入力欄 (合計) に購入する株式数を入力します。

        
表10.6 外国株式の購入
	銘柄記号	株式数	合計	手数料
	ERIC.ST	15000	270000	400
	0694.HK	70000	280000	300
	AMZN	1000	32000	25





      
勘定科目表で分かるように、今3種類の異なった通貨 (香港ドル、U.S.ドル、およびスウェーデン・クローナ) で株式を購入しました。しかし、勘定科目表 (以下参照) は自国の通貨 (AUD) で評価額がいくらなのかを表示しません。
[image: 株式購入後の勘定科目表]
            株式購入後の勘定科目表におけるいくつかの勘定科目
          



次の項では、GnuCashが自国の通貨で合計評価額を表示することが出来るように、各為替レートを取得できるようにします (この場合はオーストラリア・ドルです)。

オンライン相場表の取得



実勢為替レートと株価を得るためにツール->価格エディタを選択します。そして相場表を取得をクリックします。


友人へのお金の貸付



ピーターは、ヨーロッパで今までにない困難に陥りました。彼は非常に親愛なる友人であるので、4万ユーロの個人貸付で彼を助けると決めます。

        


資産:貸付金:ピーター                    (Euro)

収益:利子収益:ピーター                  (Euro)

費用:銀行手数料                         (AUD)

        


      
これは普通預金勘定科目 (オーストラリア・ドル) から資産:貸付金:ピーター (ユーロ) 勘定科目への単なる通貨取引です。為替レートは0.606161です。これは6万5989.10オーストラリア・ドルを引き出す必要があることを意味します。加えて35オーストラリア・ドルの手数料もかかります。

日本からのローンによるニュージーランドにおける土地の購入



長いつきあいのがある日本人の友人が、50,000オーストラリア・ドルの頭金だけで海外資産を購入できる日本の住宅ローンを提供します。オーストラリアの財務顧問と、発生する可能性がある様々な危険と恩恵に関して検討した後に、彼の提供を受け入れると決めます。
注記
繰り返しますが、金融面でのアドバイスとしてこれをみなしてはいけません。さらに言えば、海外市場、または地方市場への投資 (または、推測) に取りかかる前に登録された財務顧問と詳細について相談してください。
戒めの言葉は次の通りです。非常に低い利率の海外ローンが非常に良い取引に見えるかもしれません。しかし、為替レートが変化すること、しかも急激に変化することがあることを深く心に刻んでください。自国の通貨でローンを受けるなら、利率に関してのみ注意すればよいです。海外のローンを受けるなら、利率と為替レートの両方について注意しなければなりません。

申し分がない避暑用別荘としてオークランドの近くの小さい海岸近くの町の良い小さい小屋を見つけました。日本からのお金をこのために使用すると決めます。
この例のために以下の勘定科目が必要になります。


負債:ローン:円建てローン                            (JPY)

費用:利子:円建てローン                              (JPY)

費用:住宅ローン管理手数料:円建てローン              (JPY)

資産:流動資産:日本の銀行                            (JPY)

資産:固定資産:ニュージーランドの家                  (NZ)



表10.7 ニュージーランドの家を購入するスプリット取引
	勘定科目	増加	減少
	資産:固定資産:ニュージーランドの家	300000 (NZD)	 
	資産:流動資産:普通預金	 	50000 (AUD) (1.18926)
	負債:ローン:円建てローン	 	28000000 (JPY) (0.0137609)
	費用:住宅ローン管理手数料:円建てローン	300000 (JPY) (0.0137609)	 





次に行うことは何でしょうか?



上記の例で最初の購入に関してのみ行いました。あとは、売却、未実現利得の追跡など様々なことが残っていると考えられます。


勘定科目の照合



GnuCashによって銀行口座と毎月の銀行計算書との照合がより簡単になります。
毎月の銀行計算書と取引を照合する手順については「照合」を参照してください。
照合作業は毎月実施しなければならない主な作業です。
作成した他のすべての勘定科目を照合するのでしょうか?
これらの勘定科目も照合するべきでしょうか?
勘定科目に関する計算書を受け取る場合は、勘定科目の照合を考えるべきです。
例としては、当座預金計算書、普通預金計算書およびクレジットカード使用明細書などが含まれます。
クレジットカード使用明細書およびクレジットカード取引に関しては6章クレジットカードで説明します。よってGnuCashでクレジットカードを追跡するのに関心があるなら、そこで説明されている手順を参照してください。 
収益および費用勘定科目は通常は照合しません。なぜなら確認する計算書が無いからです。
同じ理由で現金勘定科目も照合する必要はありません。
もっとも、現金勘定科目に関しては、実際の手持ち現金と現金勘定科目の貸借残高が一致するように、時々貸借残高を調整したいと考えるでしょう。
貸借残高を調整する方法は次の項で説明します。

基本概念



売掛金とは、あなたの会社が提供した製品またはサービスで、支払いをまだ受けていない金額を意味します。
これはそのうち支払いを受け取ることを期待できるので、貸借対照表には資産として計上します。

Automobile Loan (How-To)



自動車ローン (またはカーローンとも呼ばれます) は全くと言っていいほど住宅ローンと同様に処理されます。
差異は勘定科目と利子だけです。
基本的な自動車ローン勘定科目構造



-資産

    -流動資産

        -普通預金

    -固定資産

        -自動車

-負債

   -ローン

       -自動車ローン

-費用

   -利子

       -自動車ローン利子

   -自動車ローン管理手数料

詳細に関しては「住宅ローン(How-To)」を参照してください。

XML GnuCashファイルの変換



XSLTになじみ深いなら、GnuCash
XMLデータファイルを他のほとんどいかなるデータフォーマット (例:
QIF、CSV等) にでも、かなり容易に変換することができます。
GnuCashデータファイルは整形式のXMLです。したがって、XSLTパーサを関連スタイルシートと併せて使用することで変換できます。
よって、適切に書かれたスタイルシートがあれば、設計されたほとんどどんな形式にもファイルを変換することができます。
いくつかの手順を次に示します。
スタイルシートを書くことは異なる時間がかかる仕事です。一つを書くとしたら、必要な作業は次のようになります。
	GnuCashファイルを作業ファイルとしてコピーします。
作業ファイルの<gnc-v2>タグ部分を次のように変更します。
「="..."」部分に何でも非常に多くの項目を置くことができることに注意してください。
伝統的なのでURLを使用しています (そのような若い技術と言われるかもしれないですが!)。


<gnc-v2 xmlns:cd="http://www.gnucash.org/XML/cd"

        xmlns:book="http://www.gnucash.org/XML/book"

        xmlns:gnc="http://www.gnucash.org/XML/gnc"

        xmlns:cmdty="http://www.gnucash.org/XML/cmdty"

        xmlns:trn="http://www.gnucash.org/XML/trn"

        xmlns:split="http://www.gnucash.org/XML/split"

        xmlns:act="http://www.gnucash.org/XML/act"

        xmlns:price="http://www.gnucash.org/XML/price"

        xmlns:ts="http://www.gnucash.org/XML/ts"

        xmlns:slot="http://www.gnucash.org/XML/kvpslot"

        xmlns:cust="http://www.gnucash.org/XML/cust"

        xmlns:entry="http://www.gnucash.org/XML/entry"

        xmlns:lot="http://www.gnucash.org/XML/lot"

        xmlns:invoice="http://www.gnucash.org/XML/invoice"

        xmlns:owner="http://www.gnucash.org/XML/owner"

        xmlns:job="http://www.gnucash.org/XML/job"

        xmlns:billterm="http://www.gnucash.org/XML/billterm"

        xmlns:bt-days="http://www.gnucash.org/XML/bt-days"

        xmlns:sx="http://www.gnucash.org/XML/sx"

        xmlns:fs="http://www.gnucash.org/XML/fs"

        xmlns:addr="http://www.gnucash.org/XML/custaddr">

 


	希望する変換を行うXSLTスタイルシートを作成するか、または既に書かれたものを取得します(知っている限り一つもありませんが、CSVへの変換は作成中です)。

	Saxon (http://saxon.sourceforge.net/) またはXalan-J (http://xml.apache.org/)
などのXSLT処理系をインストールします。
実際には規格に適合していればどんな処理系でも行うことができます。

	処理系の手順に従って作業ファイルとスタイルシートを実行します。

	これにより、希望の出力形式のファイルを得られます。
または、積極的な個人がいたとしたらGnuCashデータファイルをOpenOffice.orgスプレッドシートに変えるスタイルシートを書くかもしれません
(さらに言えば逆もまた同様です) 。
QIFではそのようなことはもっと少ない作業で行うことができます。



利点は、この変換を行うSchemeモジュールまたは新規Cルーティンを書く必要はないということです。
XMLおよびXSLTを知っているか学習すれば誰でもこの作業を行うことができます。
ウェブページを書くことに比べたらそんなに大変ではありません。
Anyhow, I just wanted this tidbit to be captured somewhere permanently.  The
process works on 2.4.7 datafiles, and ought to work on earlier
versions, too.

第10章 複数通貨



本章では、GnuCash勘定科目で複数の通貨を使用するためのセットアップ方法を説明します。
基本概念



GnuCashは異なる勘定科目で、アンドラ・フランからジンバブエ・ドルまで、100を超える通貨を使用することをサポートします。
例えば、ある銀行の勘定科目をユーロでセットアップし、別の銀行の勘定科目で香港ドルを使用することができます。
複数の通貨を使用する時にいくつか問題が生じます。異なる通貨の勘定科目間で資金移動する時にどうしますか?
異なる通貨の勘定科目がある時に、どのように総評価額を計算しますか?
帳票でどのように異なった通貨を取り扱いますか?
注記
通貨の勘定科目を管理する一つの方法については次の節で説明しますが、GnuCashの機能にある投機勘定科目を使用することもできます。
投機機能はGnuCashバージョン2.3.14で導入されました。ファイル → 
プロパティにある勘定科目タブで有効にすることができます。
投機勘定科目の完全なガイドについてはTutorial
on multiple currency accounting by Peter Selingerを参照してください。



